




版画学会会員名簿の変更およひ官I正のお願い。

O 譲りと訂正
O金沢艶備工書大学 神谷佳男 (peg・，6)

{顕}太陽ガ丘 → OE)太田が丘

0沖縄県立聾術大学 田中睡治 (pege，1D)
(鼠)092-87ト 3714 → CiE) 098・946・2735

O 会員の異動

O 却に井研治 (Peg・，12)
(眼}個人会員 → C iE)武蔵野鍵術学園

O東北警備工輯大学 種目蹟 (Pege，1)
{銀)東北主芸術工科大学 → C iE)温会

O 平成13年度新入会員の追加

O東京遭形大学
神谷町 〒22~ト刊03 相損鹿市橋本5-41-14・203 TEL0427・73-1349

型軽 12年度、版画学会健会にて承認されました.

平成 13年度よりのお闘い合わせは、.知県立芸術大学肉、大学版画学会事務局、
事務局長、鶴見輝夫氏までお願いいたします。

建知県立芸術大学
干480・1194建知県安知漉長久手町岩作三ヶ準1・1TEL 0561-62・1180
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会長あいさつ

京都精華大学 黒崎彰

1......会長あいさつ

21世紀を迎え、全国の大学版画学会員の皆様に

はますますご健勝にて、ご活躍のことと存じます。

さて昨年 12月、 20世紀最後にして大学版画展と

しては四半世紀の歴史を飾る第 25回全国大学版画

展が、例年のように町田市立国際版画美術館で開

催されました。20世紀捧尾の記念すべき展覧会は

昨年より 2校増えて参加校 55校、出品学生 269人、

作品点数 269点の、これまででは最も規模の大き

い展示内容となりました。それに伴って会場の限

界から、 2段掛けとなった壁面もありましたが、展

示その他にご苦労いただいた諸校には大変お世話

になりました。

年々参加校が増し、出品希望学生も増えている

現状は、学会として充実の道を進んでいる証拠で

もあり、これもひとえに学会員諸兄の日頃からの

ご努力とその成果が実った結果であると信じて疑

いません。今回の展覧会開催に向けておしみなく

払われた各大学会員のお骨折りに、この紙面をお

借りして深くお礼申し上げたいと思います。

ところで、 1999年度、 2000年度の 2年間にわた

り京都市立芸術大学、嵯峨美術大学のご協力のも

と京都精華大学芸術学部版画専攻に学会事務局が

移され、関西でははじめての事務局を引き受けて

いただきました。経験豊かな関東圏各参加校と異

なり、この 2年間京都の 3校、特に京都精華大学

の版画教室には、手に余りあるお仕事であったと

推察します。担当会員の方々のご苦労に、心から

感謝の意を表したいと思います。

京都の事務局は今年で終了し、来年度からは愛

知県立芸術大学にお世話になる予定です。このよ

うに各地の参加校に事務局を引き受けていただけ

ることは、少なくとも学会活動の充実を物語るも

のであり、心より喜びにたえません。事務局と共

に会長職も、京都精華大学に在職する私から東京

芸術大学の中林忠良先生にバトンタッチをしてい



ただくことになりました。わずか 2年という会長

としては、はなはだ短期間の在任でしたが、その

閉会員諸兄姉の多くの方々にご支援を賜り、あま

りボロも出さずに勤めさせていただき衷心より感

謝しております。有難うございました。

今後は中林新会長のもとで、新世紀の学会運営

を進めていただくわけですが、学会員の皆様にも

これまで同様、新会長へのご協力のほど宜しくお

願い申し上げます。要職をお預かりして振り返る

までもなく短い期間ではありましたが、この問機

会のあるごとにいくつかの提案をさせていただき

ました。しかし時間の余裕のなさと距離的な無理

が災いして、運営委員の方々との深い話し合いも

持てないまま 2年が経過してしまいました。これ

も私の至らぬところと深く反省をしておりますが、

新会長、新事務局におかれて、私の提案が意義の

あるものと少しでもお感じになるならば、どこか

で取り上げていただき引き続きご討議下さるよう

願いしたいものと、以下に問題の諸点をまとめて

おきたいと考えます。

個人的な見解ですが、検討すべき問題点は学会

のあり方と大学版画展の内容との両面にわたりま

す。まず前者に関して述べるならば、学会員の皆

様に最もご理解いただきたい点なのですが、版画

教育の普及と推進をかかげて出発した学会の主た

る目標はすでに実現されているという事実であり、

今後の学会運営はこれまでとは異なる新しい目標

をかかげ、ターゲットを見極める必要に迫られて

いることでしょう 。大学版画学会の「大学」を返

上することを私は提案いたしましたが、そうでな

ければこの学会は後者の大学版画展のための集ま

りのみということになりかねません。それはそれ

で十分意義のあることですが、それだけでは「学

会」という名はあまりにも身分不相応なものであ

り、今後の若い世代の学会員にとってはその欺揃

に苦しまれる将来となるやも知れないと危倶され

ます。

さらに、学会の運営をスムーズに行うために、

分科会の設置を提案したいと考えます。今のとこ

ろそれは編集委員会のみですが、事務局への過重

な労力を避けるために、すでに存在する運営委員

会に加えて「展示委員会」、「国際交流委員会」、

「広報委員会J等は少なくとも必要ではないでしょ

うか。

現在大学版画展は盛況です。しかし時間を重ね

回を重ねるにしたがって変化する状況に即応を怠

っては、多くの障害を産む原因となるに違いあり

ません。今やほとんど全国の大学が、四年制で大

学院を持つ時代であり、大学版画展の盛況は地方

大学の充実と深く関係があるといっても過言では

ありません。大学別に考えられた「出品点数J、そ

してその差、及び「賞」の選択方法は、現状が最

善でしょうか。これまで通りの解釈は、遠からず

美術館の壁面は不足をきたすと共に、展示の新鮮

な力にもなっている地方学生の処遇が問題となる

に違いないでしょう。

以上の諸点は、学会の将来の発展を考える上に

おいて、とりあえず早急に検討していただくべき

課題であると考えますが、これらの案件のみなら

ず、現在置かれた学会のさまざまな問題点に対し

て、会員諸兄姉と新執行部間の忌慢のないご意見

の交換を期待するものです。ぜひ皆様のご協力を

お願い申し上げます。

以上簡単ですが、この 2年を振り返り、また問

題点をも拾ってみました。最後になりましたが、

学会員皆様のご健康と、なお一層のご活躍をお祈

り申しあげます。

会長あいさつ .....2



大学版画の現在

阿醸久 枝

浦辺佳奈枝

広沢仁
牧野浩紀

安田里栄子

大野博子

秋田真波

木村繁之

清水美 三子

(石版)

(銅版)

(孔版)

(木版)

(石版)

東京造形大学

東京芸術大学

武蔵野美術大学

多摩美術大学

女子美術大学

Oギャラリー主宰 (銀座)

季刊「版画芸術」編集者

版画家

女子美術大学講師

第25回大学版画展出品者による座談会

町田市立国際版画美術館会議室にて

2000年 12月6日

3・・大学版画の現在

木村 本日は第 25回全国大学版画展で買い上げ賞

を受賞された大学生、大学院生の中から東京近郊

の学生 5名の方に出席をお願い致しました。また

ゲストとして若い作家の発見、育成に力を入れて

いらっしゃる銀座・ Oギャラリーの大野博子さん

と季刊「版画芸術J編集者の秋田真波さんにも来

ていただきまた。お二人からもご意見やご質問を

頂ければと思っております。司会は木村繁之と清

水美三子です。皆さんは版画という技法を選び、

自分の考える表現として効果を上げつつある状態

であろうと思います。そこで、まず版画を専攻し

た理由をお伺いしたい。それと作品について「自

分はこういう気持ちで制作している、こういった

表現がしたいから今の作品を作っているんだ」と

いう ようなことがあれば聞かせて下さい。では右

隣の牧野くんからお願いします。

牧野 多摩美大大学院 2年の牧野です。 1年のと

きのローテーションで銅版をやって気に入ったの

で、ほとんど銅版に行こうと決めでたんですけれ

ども、せっかく大学来たんだし、という気があっ

たのと、銅版に比べて木版の方が全然できなかっ

たし、あと 2年間あるんだとしたら、今出来るも

のよりも自分と しては難しい版種を選んで、やって

いこうかなという、賭けのような気持ちで選びま

した。 3年の後半までは作品にならなくて、大変

な時期もあたんですが、現在やっと作品になって

きたら、やっぱりあのとき銅版を選ぶよりは、自

分のできないことをやっていったということが良

かったかなと思います。

阿藤 造形大学 4年の阿藤です。造形大学は 3年

生から版画コースを選択できるので、 1、2年の

頃に短期間のカリキュラムでリトグラフをやる期

間があったのですが、そのときは全然好きじゃな

くって、絶対に版画はやりたくないって思ってい

ました。特に版画にしようという決定打ははなか

ったんですが、そういうところで決めました。

で、これから先、自分が表現していくのに版画

が必要なくなったらやめちゃうっていうか、他の

もので表現するかもしれないしずっと版画かもし

れないし、それは今はちょっとわかりません。



安田 女子美大大学院 2年の安田です。私がリト

グラフを専攻した理由は、中学生のときにロート

レックのカレンダーを見て、その時はリトグラフ

ていうのが版画なのかっていうこともよく分から

ず、何となく記憶にリトグラフ とロートレ ックが

とても印象的に残っていました。高校生になって、

ロートレ ックがどういう人であるかつて言うこと

も分かり、版画コースに行って、リトグラフをや

ってみたいなと思い、大学に入って 2年生のとき

に版画を選ぴ、昔の印象でのリトグラフがどうし

ても捨てきれなくて、現在も専攻しています。

これからについては、まだ自分もどういう道に

進みたいかはっきりとはしてないんですけれど、

やはり作っているときは楽しいですし、自分にと

ってどういう表現方法がいいのかつて考えたら、

今まで続けてきている版画をやめるのも嫌という

かずっと表現し続けて行くには版画が良いかなと

いう、漠然としたそういった感じです。

広沢 武蔵野美大大学院 2年の広沢仁です。シル

クスクリ ーンです。武蔵美も 3年生のときから版

画コースにわかれるんですけれも、選んだのはや

っぱり施設とかの理由が大きいかなと思います。

2年生まではそんな真面目な学生でもなくて、

あんまり学校も行つてなかったので、学費も高い

んでその分学校を使おうというのもありました。

シルクスクリーンを選択したのはずっと油絵科

だったんで油絵描いていたんですけど、割と筆の

タッチとかを排除していきたいなっていう、漠然

と思っていて、それでシルクスクリーンを選択し

たんだと思っています。

浦辺 東京芸大大学院 2年の浦辺です。私も大学

見せる機会がそんなにないもんですから、「どこで

止めっ!Jていうのが、自分で出来なかったんで

す。そんなときに、集中講義で版画をやってみた

ら、初めから計画して最初のイメージを最後まで

持って、ここで終わりっていうのが、紙で刷った

瞬間で終わりっていうのがすごい小気味良くて、

そこから何となくやろうかな、っていう感じで始

めました。そのときはここまで続けようとは思っ

ていなかったんですけれど、施設が使える事もあ

って、今までやってきました。

秋田 今回の大学版画学会で買い上げ賞を受賞さ

れて、評価を徐々に受け始めている皆さんに、私

のほうから基本的な事を最初にお伺いしてみたい

と思います。今の大学に入られるときに、版画と

いうことを意識して、自分は版画をやってみたい、

と思って入られた方ってどれぐらいいらっしゃい

ますか。

安田私…。

秋田 そうね。ロートレ ックのリトグラ フに惹か

れた安田さんおひとりぐらいですか。では、今回

のように版画の作品が評価されるようになって自

分は「版画家Jになりたいって思ってらっしゃる

方はいますか。

清水 えっ、誰も思わないの?版画家って言われ

るのが嫌だから手を挙げられなかったんでしょう

じゃあ作家になりたい、アーチストになりたい人

O 全員が手をあげる

3年のときに版画を選択したんですが、それまで 秋田 「版画家jという呼び方と、自分が版画を

ずっと油絵でやってて、そのときちょうど壁みた

いなのがあって 油絵を描いていても止まらなく

なっちゃうんですね。いつまででも描けちゃうし

芸大は先生が教えるとかいうよりも一人で勝手に

描けちゃう環境だったんで、もうそれこそ一人で

アトリエでずっと描いていられるので、いつ止め

たらいいかわかんなくなっちゃうんですね。講評

の回数もたぶん少ないと思うんですけれども人に

制作していることと、アーチストのイメージに違

いがあるのでしょうか。この点には世代聞のギャ

ップがあるのかもしれませんね。先生方の多くは

「版画家」の認識をお持ちではないかと思いますが。

でも皆さんは版画家って言われるのはちょっと抵

抗があるんですね。では、そうなれるなれないは

別にして、ご自分はどういう将来像をお持ちです

か。また、様々な技法の中で版を使ってやってみ

大学版画の現在ー…A



たいことや、追求していることはありますか。今 なかで一番ひ。ったり来てるから、版画で作品を提

現在、考えていらっしゃることを聞かせてくださ 示していきたいと思います。

し、。

浦辺 これから長い目で見ていく中で、今は版画

をやってますが、将来、版画が自分にとって一番

の表現方法であるかどうかはわかりません。

今は一番自分に合ってる表現方法だからやって

います。だからずっとこういう自分の今の状態、

気持ちであれば版画家になりたいし、なるかもし

れないし、わかりません、正直。

清水 ではその気持ちが続けば「版画家」と外か

ら呼ばれることに特に抵抗はない?

浦辺はい。

清水 そうすると今の段階では自分が版画家とし

て社会に出て、版画家というかアーチスト、とし

て版画を作ってそれを提示してお金を得ていくみ

たいな、イメージとしては、いずれはそうなって

いきたいなということですか?

浦辺 はい、大学を出て社会に出るのが来年か再

来年かは分かりませんが、その時まだ版画をやっ

てる今の気持ちが続いてれば社会に出る時も版画

で出ていきたいと思います。

秋田 日本はこれまで美術の中に「版画」という

ジャンルが成立していたのではないかと思います

が、それが最近ではだんだんなくなりかけている

ようにも思えます。「版画Jという垣根をなくして

美術全体を考えた時に、 よい表現だけしか残れな

い時代になっているのではと、私などは版画の専

門誌の編集をしながら考えております。

美術全体の表現の中で版画を制作 していきたい

あるいは版画で自分の表現を世に問いたいという

意識はお持ちですか?それとも「版画」そのもの

を意識して制作されているのでしょうか。

浦辺 基本的には美術全体の中でやっていきたい

です。それで今たまたま版画が自分の表現手段の

5.....大学版画の現在

広沢 僕もまあ別に版画だけじゃなくて立体とか

したくなれば立体作ればいいし、だから特に版画

家になりたいっていう意識はないです。

もし違うことしてみたくなったら、割とあっさ

りとできるほうなのかなっていう。

安田 リトグラフや銅版になるとプレス機や工房

が必要ですし、卒業してどう続けられるかあとや

っぱり生活もありますし、どうやって続けて作家

として、プロとしてやっていけばいいかというの

は本当にわかりませんけど工房に通うか、なにか

のかたちで版画を続けていこうと思っています

阿藤 今の時点では版画家と呼ばれることにはや

っぱりちょっと抵抗があると思います、でもそれ

は、版画家っていうイメージはなんか枠が決めら

れているというか、版画しかやらないとか、今は

そういう風に思うから抵抗があるんで、これから

自分の仕事が版画だけになって版画家って呼ばれ

るんだ、ったらそれはそれで、受け入れると思う。

牧野 版画家って呼ばれるのが、嫌っていうわけ

じゃないんです、そういう人達が居たから今の版

画は確立したんですから、皆そうだと思うんです

けれど、新しいことしたい、 今までの枠組みでは

ないものをしたいと思うんです。そういう意味で

版画家と呼ばれるのを拒絶するところがあるんじ

ゃないかなと思います。今までのイメー ジの版画

というよりももっと違うイメージの版画に僕らで

変えてみたいっていうのはあると思います。

清水 Oギャラリーの大野さんは、彼らの世代の

作家の人たちを多く展覧会をやってらして、生の

現場を眼にしてらっしゃると思うんです。そうい

った意味では今の…。

大野 そうですね。皆さんやっぱりいろんなこと

やってみたいだろうと思うんですね。版画家って

言われる人たちは本当に技術が素晴らしいんです



が、技術の方が先行しちゃって見えるような気が

するんです。でもなんかこう、絵が面白くなかっ

たり、そういうことにも不自由さを感じていらっ

しゃるんじゃないでしょうか。

私自身は絵が面白ければ好きだという、そうい

うところがあります。今日も見たところ、版種の

ところ「その他」というのがすごく多くなってま

すよね、版種ではなくて、版画というジャンルも

なくなってきてるんじゃないかなと思うので版画

家って言われると、ちょっと窮屈なんでしょうね。

今までの版画のような「こうであるJとか「ね

ばならない」とかではなくてモノタイプでも良い

し同じものが何枚じゃなくても、多少違っていて

もそれを全部見せて選んでもらってもいいじゃな

いか、筆の代わりに版で描くという ような、そう

いう意識が増えてきたんじゃないかと思います。

ただ版の良いところは、いろんなところで同時

に展覧会ができたりとか、簡単に送れるという、

そういうときにはエディションという問題が出て

くるので、その場合ははエデイションがあった方

がいい。ちょっと矛盾してる部分もあります。

木村 最近はエデイションを刷るという版画では

なくモノタイプや、画面に何か貼り付けたもの、

版画とは思えないもの、いわゆる今まであった版

画とは違うものを学校の中でつくる人が出てきて

いるわけですね。

そういう学生が徐々に増えてきている状況で、

自分じゃなくても、例えば同級生でもいわゆる版

画というジャンルとは、かけ離れた表現だなとい

ったものを提示した場合、講評会での先生の反応

の仕方に、学生の皆さんがちょっと違うんじゃな

いか、と，思ったりすることはありますか?

牧野 人数が多いせいもあるのかもしれないです

けど、ある一定のレベルの作品は皆作れるところ

あるんですよ。確かにみんな巧いんですが、ただ

ちょっと抜け出てるなという人が僕から見るとっ

ていうのもおかしいけど、先生も言ってましたけ

ど、そういうのが感じられないなと思うんです。

多摩美だけかどうかわからないですけど、意外に

版画にこだわる人の方が多いような気がします。

ただし巧いとは思います。けど、そんなに版画ぽ

っかりでやっていく必要もないんじゃないのかな

という気もします。

浦辺 芸大はやっぱりすごくアカデミックだなっ

て感じます。講評とかにしても、銅版でもピュラ

ンで彫ってたり模刻とかを出してるような、デユ

ーラー練習しましたとかつて出してる人を先生た

ちは「いいね」と言っちゃう感じなので、木版に

しても伝統木版みたいな、そういうのをやってる

人を結構教授とかは誉めたりする傾向はあると思

います。だから、そういうところを教わってやっ

ていきたいと思う人はやればいいし、そういうの

はいいや、と思ってる人は自分でやってってるわ

けです。

広沢 武蔵美では、比較的講師の先生が若返って

だからちょうど教授と、学生の聞に講師の世代が

入って、ちょうどいいバランスっていうか…。

清水 やはり若い 30代くらいの先生かしら。その

ぐらいの世代の方たちが、もっと上の教授たちと

の聞にいるというのは、学生にとって、近しい感

じがして話しやすいとか、やりやすいっていう感

じはありますか

広沢 そうですね。先生の中にもモノタイプの人

もいますし、だから別にモノタイプみたいなの作

るのに否定するのはあんまりないっていうか。

安田 女子美も講師の先生が年筆の教授の方との

聞に入って教えて下さるので、やっぱり年が近い

と自分がどういうことをやっていきたいかとか、

なんとなく分かつてくれて、自分の良いところを

引き出すアドバイスをしてくれる感じがするので

良いと思います。あと教授の方は古典技法などを

主にすごく知っていらっしゃるので、そういうも

のに興味のある子は、そういう勉強をしますし、

全く違った形でのインスタレーションや版画で立

体的に作っている人もいますし、結構自由にやら

せてもらってます。

阿藤 造形大では基本とか、素材とか、そういう
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ことが中心で、あんまりこう、絵の内容とか、そ

ういうことに関してはあんまり触れないような気

がします。

清水 技法はある程度教わらないと表現にまでい

かないと思うけれども、でもそれが自分で掴める

ようになったら、もっと内容の部分に突っ込んで

対峠してくれたらな、という希望があります?

岡藤はい。

木村 本来、どう考え、表現するかが最も重要な

ことで、版画は版画作品として成立はしますが、

例えばベインティングの場合には、いきなり個人

の表現としての絵が立ち上がるわけです。だけど

版画の場合は、それがなくても、版の方が先、そ

の版のことを通せば、あまり表現に触れなくても

成立するという事があるんですね。

皆さんに聞いてみたいのは、先生方とそういう

ことについて話す機会があるか、そういう話をし

ますか?自分の表現についての話を。

牧野 僕は表現の方はあんまり教えてもらいたく

ないです、何でかというと、表現は自分のやりた

いことがある訳で、それを教えてしまったら、も

うその人のクローンになってしまうんで、思想っ

ていうのは聞いてもいいと思うけど。

やっぱり日本ではそういうのはないかもしれな

いけど、技術を教える先生がいて、思想を教える

先生がいて、みたいに分かれているぐらいでいい

と思ってるんですけど。やっぱり表現を教えるっ

ていうことは、その先生の意見でしかないわけで。

木村 教えるっていうのではないんだ。自分の表

現を先生とね、「自分はこういうことをしたいんだ

が、それについて作家として先生はどう思うか」

と、そういうことであって先生が表現を教えるな

んてことではなく、ちょっと意味が違う 。

清水 自分で作りながらいったい私は何をやりた

いのか、自分が持っているいいものは何なのか、

やはりそこを一番見つめなくてはいけないんです

ワ-ー大学版画の現在

ね、先生方がそこの部分を自分の中で対話してい

きなさいよ、ということを教えてくれるというか、

良いタイミングで気づかせてくれるような事つて

のが、私は大事だと思うんだけれども、そういっ

た意味でも今ちょっと聞きたいなと思っていて。

阿藤 個人的には、話せるし、話す機会はあるけ

ど皆で、ていうことは少ないと思う、個人的にも

ちろん話をしたいと思って話せば、先生もそれに

応えてくれますし、アドバイスとか、この作品を

見てみたら、とか自分が何を表現したいのかとい

うか、やっていくときに手助けになりそうな、参

考になりそうな作品とか紹介してくれたり、そう

いうのはすごく役に立ちます。

安田 2、 3年生ぐらいのときは先生方が講評会

のときに別々の意見を言われたり、作っていく段

階でもまったく違うことを言われると学生の方も

戸惑ったりしますが、長くやっていくうちに生徒

がどういうものを目指していて、どういう事を描

きたいのかという事を先生たちが段々わかってく

ると、「あなたの場合、どういうものを目指してい

るの」というコミュニケーションの中で、良い引

き出し方をしてくれてる感じがします。

広沢 僕は割と放任主義的な育てられ方というか

ほっとかれてずっと一人でやってきたんで、 それ

が僕にとっては良かったなと思います。僕だけだ

ったのかもしれませんけど、でもうちの大学は、

比較的話す機会はいろいろ多いと思いますね。

浦辺 作品が出来上がって、皆に発表したときに

自分の制作に対する考え方などを話す、そういう

時には先生と「そういう意図でつくっているんだ

ねJと理解してもらうという機会はあるんですが、

制作の途中ではないですし、最初から最後まで一

人で作るっていうのが、結構当たり前っていうん

じゃないけど、まあ友達同士のコミュニケーショ

ンとかは多少はあるんですけれど、皆黙々とやっ

てる感じなんで、制作途中のアドバイスとか、そ

ういうことは、あんまりピンと来ません。



木村 概に個展などで発表されている方もいらっ

しゃいますが、実際に近い将来、個展などで作品

を発表していく若い作家に対して、秋田さんから

何かご質問などありましたら。

秋田 先ほど、展示会場で買い上げ賞をおとりに

なった作品をいろいろ考えながら拝見しました。

創作版画以降の大学版画境教育の流れの中で皆さ

んが制作していらっしゃるなという印象を実は受

けました。もちろん学校ごとに特色はお持ちです

が。創作版画に始まる日本の現代版画の流れの中

での現在地点のようなもの、また、その流れとい

うものをとても感じさせる作品にも見えました。

その流れの中で日本が世界に誇れる点のひとつ

がやはり技術力ですね。日本の版画というのはす

ごく技術力があり、きちんとした教育もシステム

も大学がこれだけ盛んなくらいあって全体のレベ

ルも高くなってきてる。ということはアーチスト

としてやっていこうと思うと、その技術力を背景

に一歩抜け出なきゃいけない訳で、ここで大変な

時代になってきたかなという感じがします。

さっき牧野さんが、自分たちは自分たちの新し

いことをやりたいとおっしゃっていたけれども、

逆に私たちプレス、メディアの方の考え方からし

でも、そういう作家を求めている、ここから抜け

出て、これからの事について何かを見せてくれる

人は誰なんだろう、ということを考えるわけです。

これからは「版画」の世界だけに留まらない魅

力を持った「版J表現を私たちは探してゆく事に

なるのではないかと思います。個々の持っている

技術力のみではなく、表現としての価値が大切に

なってくるのではないでしょうか。

清水 皆さん版画の枠組みを越えたところで今後

の表現をしていきたい、そうすると個展などでの

発表の仕方になってくると思うんですが、銀座で

は版画専門の画廊がありますよね。

皆さんも最初に個展をするとしたら、そういう

ところでって思うんでしょうか? 大野さんの画

廊は、版画専門の画廊というのとは違ったカラー

で版画のジャンルの作家さんを多く扱ってらっし

ゃいますが、大野さんからいかがでしょうか。

大野 沢山作って、沢山見せる機会を持ってほし

いと考えています。学校も卒業した後に、もう少

しフォローしてあげてもいいんじゃないかなあ、

という、学校側のことになりますけど、卒業して

1、 2年は日曜日に学校来て使わせるとか、それ

でそのうち本当にやっていこうと思ったら、プレ

ス機は自分で買う工夫はするでしょうし、本当に

やっていく人は場所がないから。プレス機がない

からとかつて言い訳はしないでしょうけれど。そ

れでも卒業して少しの聞は学校を使えたら、在校

生も刺激になるんじゃないかという気はします。

清水 皆さんは学校で制作をしてらっしゃいます

が、実際作家になるというのは卒業してからの方

が大切だと思います。その卒業してからのフォロ

ーに対して大学に何か希望したいこと、卒業した

ら終わりということではなくて、こうしてくれる

と自分ももっとヒントも得られるし、続けやすく

なるだろうなと思うようなことはありますか。

浦辺 学校にしかないような、大きなプレス機と

かそういうのを、しょっちゅう、ずっと大学に行

き続けるわけじゃないんですけれども、貸してく

れたりとか、そういうのはどうなのかな。

清水 工房を使えるという面は大切だと思うんだ

けれども、それと共に、作家になるためにはいっ

たいどういうことしていったらいいのか、ノウハ

ウみたいなものは皆さん真っ白だと思うんですね

そういうことに対するフォローが欲しいとかって

いうことはありますか。

浦辺 学校が使えないにしても制作を続ける為の

工房の紹介とか、なんか本当にたわいないことで

もいいんで、声をかけてくれたりとか何でもいい

んで卒業したら終わりっていうんじゃなくて、卒

業後ももうちょっとなんか、なんかこう、あれば

ぷっつと切れるというんじゃなくて…。思います。

広沢;僕も同じことです。展覧会の個展の準備を

手伝うこととか、インスタレーションの手伝いを

卒業生もさせてくれるとか…。
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清水 先生の個展準備を、ということですか?

広沢 そうです。割とそういうのを、 一言、手伝

えないにしても声をかけてもらえるとなんかプラ

スになるっていうか…。

清水;去年おやりになりましたよね。個展。その

ときに関して、もっといろいろアドバイスがあっ

たら、その個展がスムーズにいったのに、みたい

なことはありますか。

広沢;作品の値段とかDMの出し方とか…。

安田 私もプレス機を使いたいので、学生のよう

にだらだらというわけにはいかないと思いますが

時間を決めるなりして、プレス機のサイズの関係

で大きいのを刷りたいときは学校で刷らせてもら

えたりとか、工房見つけて始めるとしても、そこ

までの準備に至る までの、 絵の具から何から揃え

る手段とか、そういうことですね。それでメンタ

ル的なことも、やっぱり聞きたいと思います。

阿藤 こっちが聞けば、だいたい答えてくれると

は思うんですけれども、あとプレス機は私も使い

たいんですけれど、高い学費を払ってきている在

校生には悪いなと思って、やっぱり肩身が狭いな、

なんかそう思うとちょ っとどうした らいいか分か

やっぱり自分でやっていかなきゃいけないなと

いうのはあるんですけれど、 多摩美の場合は交友

会みたいな感じでそういう場所を作ろうと してる

んですね。oBが集まって夏休みとかを使って、

講義で制作したり、 そういう機会を設けてるんで

す。この前 30周年展をやりましたけど、やっぱり

ああいうのをやっていってくれることで、僕らも

やる気みたいなものが育っていくんじゃないかと

思うんです。

木村 私は 20年前に買い上げ賞を頂きました。そ

の頃の大学での環境を考えると皆さんは恵まれて

いますし、作品は技術的にも高度になりましたが、

作家として考えるべき点は同じように思えます。

本日の座談会は、大学版画学会報No30号に掲載

され全国の大学の先生方がこの座談会の記事を読

まれます。なにかしらそのことで、先生方、大学

教育関係の方がたの参考になればと願っています

また、 季刊「版画芸術Jでもこの企画を協賛し

て頂きまして記事として掲載される予定です。

皆さん長い時間有り難う ございました。

秋田 3月1日発売の版画芸術 111号で、大学版画

展のレポートというかたちでお話し頂いたことも

含めて、ご紹介させて頂きたいと思っています。

らないんですけれど。 後記木村繁之

牧野 今、大学の様子を聞いて思ったのは、やっ

ぱりその点では多摩美は恵まれてるなって思いま

す。そういう講座をちゃんと、版画の先生ですけ

れども、来てくれて、そういう指示をしてくれる

機会が非常に多いような気がします。

それは本当に具体的な、国際公募展の話や、ど

うやって出せばいいのかっていうことも話してく

れますし、道具とかもどこそこでこれは買うんだ

とか資料をちゃんと用意してくれてます。作品の

値段の事や、海外ではどうだ、日本ではどうだっ

ていう、そういう話もちゃんとしてくれますんで、

恵まれているな、という感じは しました。確かに

大学出てから大変だと思います。

9・ー大学版画の現在

この記事は平成 12年 12月6日に行われた座談会

の中から構成をいたしました。

座談会の学生の皆さんの選考は、出席をお願い

し易い東京近郊で、買い上げ賞を受賞された方の

中から、版種、人数などを考慮して、編集委員で

決めさせて頂きました。

出来ればもっと多くの学生の方や東京以外の学

校の皆さんにもお話を伺いたかったのですカず構成

上 5名となりました。次の機会を考えております。

今回、お忙しい中、座談会出席へのお願いを快

諾して下さった大野博子さんと秋田真波さんに感

謝いたします。

座談会の会場を用意、提供して頂いた町田市立

国際版画美術館にお礼を申し上げ.ます。
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阿藤久枝 東京造形大学 浦辺佳奈枝東京芸術大学

広沢仁 武蔵野美術大学

牧野浩紀 多摩美術大学

安図里栄子女子美術大学 座談会写真
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品は一部の人だけのものでは無く、広く 一般の人

が気軽に買えて、毎日眺めて楽しんでもらえると

ころから、作家も生まれると考えています。

買い上げ賞を受賞した中から 5人の学生の座談

会に、画廊という立場から、出席させていただく

ことになりました。座談会が進むにつれ、卒業後

は、作家としてやって行きたいと言う皆の気持ち

が伝わって来ます。

画廊の仕事って何だろう?

美容院と言えば、髪をカットしたり、パーマを

かけたり、喫茶庖はコーヒーに紅茶、そして、軽

食と、大体、内容はつかめます。が、画廊だけは、

それぞれ皆、違います。

作品(商品として)を仕入れて、売る画廊。

企画を立てて、美術館、コレクターに収蔵し

てもらうことを目的にしている画廊

スペースを貸して何を展示しでも良い画廊

作家にスペースを借りてもらいながら、企画

を組みたい作家を探している画廊

5 その他

画廊と 言っても、 一口に束ねることが出来ませ

ん。これから巣立つ、作家を目指す学生さん達

に、 一画廊から少しでもアドバイスが出来たら

と思います。(ちなみに、私の画廊は 4に属しま

す)

1 

2 

3 

4 

大学版画展の座談会に

出席して

一作家を目指す学生さんへー

大野博子0ギャラリー

作品を作る、環境をつくること

沢山の作品を作ること

作品を、見せる機会をつくること

より多くの人に見てもらうことの努力

作品を持って貰うこと

1

2

3

4

5

 

画廊は、作家よりも上に位置しているように感

じることがあると思います。が、画廊は作家があ

っての画廊です。対等です。

有名になりたい、作品が売れるようになりたい。

と、時々、耳にすることがありますが、良い作品

を作っていれば、それらは、必ず、後からついて

来ると信じています。

その為には健康でなくては、気力も思考も生まれ

ません。健康で、いて下さい。

町田の版画美術館では、大学版画展が毎年行わ

れています。版画を制作している全国の学生が、

卒業を前に力作を出してきます。

そして、嬉しいことに、チャ リティーとして小

作品を 1000円で販売もしています。毎年、楽しみ

にして出掛けて行きます。

絵は高価なものと思っている人達に、気軽に作

品を持ってもらえる、良い機会だと思います。作

11・・・座談会に出席して



「版表現」で真のアーチストを志す

若き卵たち

秋田真波

阿部出版 「版画芸術」編集部

大学版画展の発表を契機に毎年のように画廊に

見初められ作家活動を始められる方がいます。大

学版画版画展は、版画界での新人の登竜門的な役

割を果たす展覧会のひとつではないでしょうか。

そういう意味合いから私ども 『版画芸術j編集部

でも毎年この展覧会に注目しています。

大学版画展のこうした発展は、 60-70年代を中

心に自ら世界的に活躍し、日本での現代版画を美

術の一分野として確立した諸先輩作家の版画教育

への熱い思いの成果だ、と思います。『版画芸術jが

28年にわたり刊行を続けて参りましたのもひとえ

にそのおかげと存じます。

今回、第 25回大学版画展買上賞を受賞された関

東近郊の 5校の美術大学・大学院の学生の方の座

談会に出席させていただきありがとうございまし

た。

この大学版画展を拝見していると「版画の国 ・

日本Jの伝統が、大学の版画教育の中で受け継が

れ、また発展してきていると確かに感じます。そ

こには、日本が世界に誇る技術力と、これまでの

歴史の中で日本の現代版画が世に送り出した表現

の流れを読み取ることができるように思います。

「版画Jへの熱い思いがどのように学生に受け継が

れているのだろうかと興味深くお話をお伺いしま

した。

参加された学生の方が、大学の代表という意識

をお持ちになって、各大学の実情、作家になるた

めのそれぞれの率直な思いをお話しいただき、参

加された学生の方も普段はあまり聞くことのない

他の大学の実情が分かり有意義だ、ったのではない

かと思います。

『自由で発展的な雰囲気』
それぞれの学校で先生方を中心に版を使った芸

術表現をより生みやすい環境をいろいろ工夫をさ

れ続けていらっしゃるのがよく分かりました。ま

たそのことが各大学の特徴になって作品にも表れ

ているように思います。

一方、どの大学にもいえることは、「版表現」を

使えるアーチストを育てるという教育方針が徹底

されているということです。先生方は先生として

だけではなく、作家として学生に接していらっし

ゃるようで、学生さん方を様々な意味で刺激して

いるようです。

『学校の意義』
版画の場合、どうしても制作施設が必要なため、

大学の版画施設が利用できることが学生さんたち

にとって大きいということも よく分かりました。

美術大学の学費が高い分、大学でしかできないこ

とをやりたいという学生さんたちが多くいらっし

ゃいました。美術大学が版画制作の環境を持つこ

とで、アーチス トを目指す学生たちに、版表現の

可能性を模索する機会を与えていることはすばら

しいことではないかと思います。実際、座談会に

参加された学生さんの中にも、大学にいる聞に模

索できる表現手段を追求しようとあえて苦手だっ

た版種を専攻され、結果的に自分の表現を生み出

している方もいらっしゃい ました。版表現には、

きっとやってみなければ分からない魅力や自分と

の相性があるように思います。そういった意味で

大学が機会を学生に提供していることに大きな意

義があると改めて感じさせられました。

また卒業後、制作の場を失い版画活動が続けにく

くなる場合もあるようですが、卒業生への工房の

開放も考慮されていらっしゃる ようで、ますます

実力派の作家を美術大学から輩出する環境が整い

つつあるようです。

『我こそは!j 
今回お話を伺って最も印象的だったのは、学生

の皆さんどなたも「我こそは新しい表現を生み出

すアーチストになる」という強い意欲をこっそり

持っていらしたことです。「版表現Jを自らの表現

手段に使いながらも「版画家」という枠を全員が

嫌われたのも、新 しい「版表現」への意欲の現れ

だと思います。この意欲がかたちになってひそや

かな場所から作品に実を結ぶのを楽しみに してい

ます。

「版表現Jで真のアーチストを志す若き卵たち……12



版画の将来

ーその意識の変化 一

東京造形大学 生嶋順理

「かっこよか一。」と、，思っていた。

1 9 5 0年代から 70年代は、社会の版画に対

する認識が低かった時代から、国内外での日本版

画の活躍に後押しされ、大学にも版画教育が用意

されるようになった時代である。大学版画学会と

大学版画展も 70年代後半には立ち上げられてお

り、ここに尽力された先輩方のエネルギーは並で

はない。しかしまた、何もないところに新たに作

り上げていく 喜びも大きかっただろうと思われる。

私が大学で版画を初めて学んだのは、 1980 

年。既に大学には版画を学ぶ専門があり、立派な

設備が整い、作家としても活躍される先生方と数

多くの先輩たちがいた。版画の作品を展覧会や雑

誌の情報で知ることも、その技法を大学のアトリ

エに行くことで教わり経験することも出来た。作

品を発表する場もあり、画廊でも版画の作品とし

てそれなりに扱ってくれた。すでに版画を志した

学生に道は聞かれており、容易な時代であった。

版画という 表現が美術のなかに確立され、様々な

制度が整った時代になって版画を学べたことは、

多くの先輩方の活動と時代のおかげであり、その

恩恵に深く感謝したいと思う。

以来 20年、その環境は大きくは変化していな

いように思える。しかし、そこに関わる者の版画

に対する意識は少しずつ変化している。

版画を学ぶ環境も一応整い、 美術の中での版画の

領域も小さくはない。しかし、恵まれた環境を持

っと自己批判の能力に乏しくなる。そのまなざし

は自己の内側にのみ向けられ、社会性に乏しくな

る。今後の版画の状況が、この様な様相をもつこ

とは考えられる。版画がその領域の概念にのみ縛

られることなく、広い視野を持って自己の外側と

の関係をどのように探っていくのかが、今後の版

画の領域の問題であると考える。

1 961年生まれの私は、勿論戦争も戦後の時 版画を美術のなかの他の領域と差別化し確立し

代も知らず、 高度成長を背景に田舎でのんびり少 ょうとするのにしたがい、その概念も変化してき

年時代を送っていた。そのため東京版画ピエンナ た。版画とは、版を通して描く間接性と、何回も

ーレ展を始め、囲内外で日本の版画家達がその優 同じイメー ジを複製出来る複数性を持つものとさ

れた作品で受賞をくり返した、日本版画の隆盛も れた。

知らなかった。ただ、 高校の美術部の先輩から ポップアート以降、版画の複数性に注目しその

「野田哲也ば知らんとか!Jと、怒鳴られ、テレビ 意味を問う作品もつくられた。一つのイメージが

ドラマのタイトルパックで、横尾忠則の絵を見て 大量に存在する構造は、現代社会そのままであり、

13-.....版画の将来



情報化の波はそれをさらに加速させている。最近

の日本美術では、マンガ(アニメ)風の作品が登

場している。これは大量の複数性を持つメディア

が見せるイメージが、美術のイメージとして扱わ

れることに、その作品の本質がある。

サインと限定部数の制度を持つ版画における複

数性は、「いくつでもつくれるJ技術を使いながら、

「これだけしかないjという意味の複数性をきして

いる。したがって版画の領域での複数性は、ポ ッ

プアート以降問題にされた芸術の複数性とは逆の

意味を示していて、表現としての意味はほとんど

持っていない。

一方、版を通して描くという間接性はその表現

方法の差異をもって、版画の領域を守る拠り所と

なっている。版画の制作は、イメージに従ってど

のようにして版に描き(描画)、どのようにして版

をつくり(製版)、どのようにして版を制るのか

(刷り)という行程が、さまざまな素材の選択も含

めて、複雑である。絵画制作の主体が、作家自身

となって以来、その目的となるのは、作家の自己

実現であるのだから、当然その表現方法は個々の

作家によって異なってくる。

元来、・印刷技術の発祥とされる技法から成り立

っさまざまな版画の技法は、それぞれの版画家の

感性により近い表現を可能にするため常に研究さ

れ、作品は作家の意図と技法の個人性が強く反映

したものとなった。客観的な版を媒体とする間接

表現でありながらも、そこでの作家自身の行為を

主体とした主観的表現が、今日の版画の本質とな

った。将来においてもこの本質は変わらないだろ

う。ここには創作版画以来の自画、自刻、自摺り

の文脈もうかがえ、版画は日本独自の文化である

と考え探してきた姿があるからだ。版画家という

存在自体が世界的にはめずらしいことであるが、

日本の版画家の作品の質は決してローカルな価値

観によって成り立つものではない。海外での版画

の国際展を見ると、日本人作家の数とレベルの高

さは圧倒的である。日本の版画が独自な発展をし

ながら、世界的な美術の価値の中で意味のある作

品をつくりだしてきたことがわかる。

かつて美術の中で数少なかった版画制作を熱望

した人たちによって築かれてきた版画の領域は、

その独自な表現方法を強調し、従順にその規定を

守ることで、領域を確立してきた。しかし、昨今、

版画を主に制作していた版画家が、モノタイプ、

ドローイング、タプローなどの制作を手掛けたも

のを目にする機会が増えた。版画家は版画でしか

制作してはいけないという理屈はないのだから、

当然のことかもしれない。版画家がも ったイメー

ジはすべて版画の技法でしか表現できないという

ものでもないだろう 。技法的なことに偏重して版

画を他の表現と差別化してきたため、何を描いた

のかということではなく、どのようにして描いた

のかによ って作品の質が間われるのでは、いささ

か窮屈である。版画家のこのような試みは、いわ

ゆる版画という特異な場から抜け出し、絵を描く

ことの自分にと っての必然性を確かめる行為であ

ると思える。結果として版の仕事から全く離れる

のではなく、その制作の中に新鮮なイメージを得

て、作品は新たな魅力を持つことになる。

モノタイプは、平らな面に絵の具で描き、紙に

転写するものから、版で刷ったものに手描きを加

えたものまである。要するに複数制作を目的とせ

ず、その機能を持たない間接表現は、モノタイプ

なのである。

西欧の初期木版、銅版は、線画を版で刷り、色

は手彩色である。よって厳密には全く同じものは

無いのだろうが、版画家はこれをモノタイプとは

言わない。版画として認識している。あるいは初

期版画。しかし、今日この方法でつくられたもの

はモノタイプと呼ばれる。版画でもよさそうだが、

現代はきまりが厳しいのだ。このきまりを上手く

利用すれば、どこかに少しでも手業が入れば、版

画も一点ものとして扱われることになる。一点し

か同じものが無くてもいいと、考えることで、可

能になる表現は実に多様だ。モノタイプが、 一点

ものであるかどうかにのみとらわれず、版の束縛

から少し離れた間接表現の方法として扱われるな

らば、多くの表現の可能性を示してくれるだろう 。

自分の表現するものが、版画であろうと油絵だ

ろうと、その手段によ って変わるものではないと、

考えるものもいる。自分のイメ ージを探すことに

版を使う意味の主体があり、結果として同じ画面

ではない、あるいは l点しか出来ないかつくる必

版画の将来 ....14



要がない、と考えるものもいる。また、自分の表

現は、版画の技法によって初めて実現できると考

えるものもいる。

版画の領域は確立され、大学に限らず実に様々

な場で、多くの人が版画と出会う機会をもつよう

になった。多様な人々がいるのであるから、それ

ぞれの考えがあってよい。そのような多面的な様

相が、今後の版画の領域の姿をつくっていくのだ

ろうと思う 。

今さら版画は表現手段の一つであるのかと、問

う必要はない。その主体は作家の側にあり、版画

の概念が一つのきまりとして持つべきものではな

い。既に、多くの作家が、版画だけの方法にとど

まらず、自分の表現方法を自由に選んでいる。版

を通して表現したものを広い価値観で問う状況が、

これからの版画、版画教育の現場では必要である。

コンビューターによるデジタル技術は、社会の

さまざまな分野でもの在り方を変えようとしてい

る。人の手仕事の積み重ねによって造られてきた

様々なイメージは、デジタル信号に置き換えられ

物質性を失った。それにより、ただでさえ速かっ

た社会の持つ時間の概念はさらに速まり、人間の

精神はついていけるのだろうかと心配にもなる。

既に、コンビューターは版画の領域にも入って

きており、今後、その進歩と共に版画の環境をあ

る部分変化させていくだろう。

イメージをデジタル情報に置き換えて扱うこの

デジタル技法は、間接性と複数性を性質とする版

画にとって浸透しやすい部分がある。イメージの

引用や重ね合わせ、色の変換など、画像処理のソ

フトを使えば自由に新しいイメージを探すことが

容易で、ある。手描きの絵や写真、実物からでもイ

メージを取り込み、その形や色の変換でさえもあ

っと言う間に処理していく 。その時間と労力の節

約から、何かもっと別のイメージを探そうという

意識が生まれる。

しかしイメージを物質として扱わないこの方法

は、マチエールの問題において拒絶される部分が

ある。現在のプリントする技術ではそのマチエー

ルはきわめて物質性に乏しく語るものが少ない。

オリジナル版画とも呼ばれるようになった日本版

画の版画らしいマチエールとは、異質なものであ

15.....版画の将来

る。とはいえ、耐光、耐水能力の高まったプリン

ト機が出てきており、短時間で大部数作り出す印

刷道具としては、有効に使われていくだろうと考

えられる。将来は画面上でつく った3次元の版を

機械が工作してくれるようになるかもしれない。

まったくこの分野は進歩が早する。メディアが変

化していくことで、表現の本質や意志がどのよう

に変化するのか考える余裕もない。

現代は、日常を複製物に固まれ、多くの経験を

その複製によって得ている。自分の知る絵画作品

にしても、その多くは印刷されたイメージで見て

いて、現実物で見た経験の方がはるかに少ない。

ものによっては一度も本物を見たことが無くとも、

その作品を知っていると思っている。学生が画廊

や美術館に足を運ぶ機会も以前より少なくなって

いる気がする。学生にどんな絵をつくるつもりか

と聞くと、何人かは頭の中では考えているという 。

自分の手で造ったものを頼らずに、 一度も見たこ

とがないものを一体どうやって造って行くつもり

なのか。現実の物質を伴わないイメージの一人歩

きは、自分の絵の主題ばかりでなく、イメージの

すべてが頭の中に在ると思わせている。現代の美

術では、作品のコンセプトとなるものにのみ関心

が注がれる傾向がある。しかし、物や時間の概念

が人間的でなくなりかけている現代では、むしろ

自分の手によって造られるさまざまな物を丹念に

見ておかなければならないのではと思う 。

戦後 50年で日本の版画は領域を確立し、その

制度の中で育った人の数も多数である。今後、社

会は予測できないほど変わっていくだろう 。これ

まで版画の領域をつくってきた人たちと今これか

ら版画に関わっていく人たちとでは、版画との出

会いも社会背景も違う 。版画に対する意識は、今

後多様に変化していくだろう 。版画という今在る

概念に縛られることなく、版を通してどのような

イメージと自分が出会うのか、そこから自分にと

っての本当の表現を見つけていくことが大切であ

る。将来においては、この版画を核として、さま

ざまな版的表現が試みられるだろう 。そこに関わ

る人は、自分自身の意志によってその位置を見極

め、各に新たな表現をめざすことになる。それが

次の時代の版画の領域を広げていくことになる。



銅版画/の居所

武蔵野美術大学 井出創太郎

個人の住居もしくはかつて個人のものであった

もの。住人の記憶としての痕跡一過去、そこに差

し込んでくる光、これから辿るであろう建物のそ

の後、それらとともに作品は立ち上がっていた。

神谷伝衛兵稲毛別邸 千葉県稲毛市稲毛

Chiba Art Flash 一世紀の家名

平成 11年9月21日一 10月3日

石作りの階段を上がりドアを開ける。酒落たマ

ントルピースと大きなダイニングテーブJレが印象

的な洋聞が広がる。吹き抜けのある階段を上がる

と二階は見事な葡萄の大木が床柱となっている和

室。そこここに葡萄にまつわる装飾。浅草、神谷

ノfーの創設者であり、ワイン王と呼ばれた神谷伝

衛兵を家主に持つ建物に相応しい造りである。目

の前に国道が走り、その向こうは住宅地が広がっ

ている現在では海の姿は見る影もないが、建てら

れた当時はまさに波打ち際にあった という 。裏手

に僅かに残る防風林としての松林がかろうじてそ

の当時を偲ばせる。大正八年建造。

襖の形式をとったはじめての作品である。

作品を置く場所を二階の片隅の小さな部屋とし

た。一階から階段を上ると正面に二枚立ての襖、

そこを開けて中に入ると八畳の小部屋。正面に窓、

右手に二枚立ての襖と四枚立ての天棚。

そのままの襖を表装しなおすことが出来なかっ

た為、新たに襖本体を持ち込む事となった。右手

銅版画/の居所・・....16



の二枚立ての襖は横幅が 130cnを越えるものだっ

た。そこで、プレス機の関係もありそこを四枚立

てとし、それに対応するかたちで四枚立ての天棚

は二枚立てとした。

午前中の早い時間、窓から差し込んで、くる光は、

畳に当たり窓に対面する襖の下三分のー迄に及ぶ。

その強い光は、図像を消し去ってしまう 。ぽっか

りとそこだけ光の穴が空いてしま ったように見え

る。思いもかけない出来事であった。

ゆっくりと陽は高くなり、消去されていた植物

の図像はその姿を取り 戻 して行く 。午後には、 畳

に当たった光は舞うように全体を包み込む。刻々

と移り行く光。作品はその時々の一瞬一瞬の光を

受け、様々に立ち振る舞う 。観者は来訪したその

時に立ち現れている作品の前に立つこととなる。

言い換えれば、観者が作品の前に立つことで新た

に立ち上がる。

光の中に作品を置 く事の喜びがそこにあった。

そしてこの喜び、は次の展覧会へ向かわせるもので

あった。

作品は展覧会終了後数カ月間展示を許された後

撤去。

17・0・・ 0・錦版画/の居所

神谷伝兵衛稲毛別邸二階八畳間

階段を上がってまず向かい合う襖。マージンのあるものを入れ込んだ。

部屋の中を表としこの面を裏とした。



佐藤宅東京都千代田区外神田 1丁目(旧)旅龍町

旅龍町町屋プロジェクト

一旅龍町最後の町屋に四つの思考の風が吹く一

平成 12年5月 13日一 5月28日

最後の住人である佐藤良子 (95) さんが亡く

なられたことにより解体を待つ町屋。

外神田一丁目、旧旅龍町。その名が指し示すよ

うに江戸期には旅館の町であったという 。そして

明治から昭和にかけては閑静な住宅街が広がり

人々の生活がこの地にあった。その後、昭和 40 

年代に入ると高度経済成長にともないビルが立ち

並び家電の町へと変貌し、いまや AKIHABARA
として世界にその名が知られる電脳の街である。

昼でも目映いネオンの電飾。常にマイクで拡声さ

れ繰り返される売り子の声、各庖舗から洩れてく

る音楽、人々の喧燥、それらの音は重なり合い捻

りをあげる。平日もさることながら土日の喧喋は

凄まじい。各店舗が少しずつボリュームを上げ、

人混みはまさに道路を埋め尽くし街全体が熱を帯

びる。

その只中にひっそりとつつましやかに、しかし

どこか周りの喧燥にあらがうような存在感をもっ

て件んでいる。

土間のある玄関を入ると、すぐに掘りごたつの

ある四畳半。そこは良子さんのいつもの居場所で

あった。絶えず町並みを変化させてきた旅龍町、

その移り変わりをそこで静かに見つめていたとい

う。屋内は良子さんが生活していたそのままが残

されている。家具や布団、食器、書道家出会った

良子さんの夫鈴木武氏の膨大な量の筆、硯、その

書、そして良子さんが集めたであろう様々な小物。

喧喚に固まれながらも 一歩内部に入り込むと空気

の密度が、そして時間の流れる速度が、変わった

ように感じられる。それは単純に屋内に入ったか

らというだけでなく、そこに静かな生活を守り抜

いてきた良子さんの長い、厚みを持った時聞があ

ったからであろう 。喧喋や電飾は確かに入り込ん

で来るものの、どこか懐かしい安堵感に包まれる。

作品の置場所は二階の押入の襖とした。中段の

仕切が表に出ていて正方形の襖で構成されている。

また、部屋を跨いで襖が並列されているため中央

上部に梁があり全体を見渡すことが出来ない構造

となっている。そのままの建具ごとアトリエに持

ち帰り表装し直して持ち込むこととした。

古き家の一部である襖に余白を持ち込む。

それは全体の死を目前にした一部の死であると

ともに、刻々とうつりゆく光に呼応する<今>

として

あくまでも、死を加速させるためでなく

静かにたたずむように

これはこの展覧会のカタログに寄せた文である。

何重にも貼り重ねられた襖紙、修繕の跡はこの家

で過ごされた佐藤家の生活を、その時間を、厚み

として留めているようであった。それを剥がし銅

版画を張り込む。それは建物の死へ一歩近ずくこ

ととなる。

アトリエで張り込んだ作品は実際にその場には

め込んでみると図像が強すぎて自律し、建物と対

峠するものであった。そこで、作品を持ち帰るこ

ととになった。襖絵として自律するものではなく、

建物の一部となるように、建物と、建物が抱える

全てのものに寄り添い、委ねるように、溶け込む

ように、あたかも既にそこにあったようにするた

めに。具体的には、 一旦持ち込んだ襖の図像を部

分的に消し去ることとした。それは建物と、建物

が抱え込んでいる全てのものを、地と図でいう図

とすることであり、持ち込んだ襖はその余白とす

ることであった。ここで、襖という場所に作品を

入れ込むという態度、立ち位置を獲得することと

なった。

銅版画/の居所 ....18



展覧会は良子さんが亡くなられてから一年がた

ち解体を目前にした五月にはじまる。建物の死を

前提にして四人の作家が入り込む形で立ち上げら

れる。屋内に残された様々なもの、それら全てを

そのままとして。

かつてそこにあったであろうクローゼットの痕

跡が械訟の上についているその場所に、薬で出来

た小さな家具を置いた浅井真理子。昼間そこに存

在するであろう星座に向けてシャッターを切った

写真を、屋内に既に置かれている他の額装された

ものの配置に習って設置した志水児玉。家主であ

る良子さんと直接縁のある三人の女性を法事の前

日に撮影したポジフィルムを、実際に良子さんが

f吏っていた日めくりのカレンダーと並列した吉田

重信。四人それぞれ表現の形式は違う 。 しかし、

佐藤宅二階

この建物との、この建物が抱えているものとのあ

る共通した距離感があったように思う 。

襖のある押入の右側の窓からは、午前中に強い

光が差し込んでくる。雁皮紙の上にある圧縮され

た油膜は横からの光によって鏡面のように輝く 。

電脳街が活気づくにつれて、この建物の件まいに

よって和らげられた光と喧喋と電飾が入り込んで

くる。外から入り込んでくるすべてのものに呼応

して余白はその表情を変えていく 。深夜にはそれ

までの電飾が、喧喋が、消失しシンと静まりかえ

り、暗闇に包まれる。

建物の死を前提としていたが故に、ありありと

した<今>が貴重な一瞬として立ち現れていたよ

うであった。

平成 12年 7月 1日解体。

写真中央上部 constellations 25 July 1991 13:20 06:39.2+08 44・tokyo(一角獣座) 志水児玉

写真左手奥 無題 (モシカイジュウニオイカケラレヲラドコニカクレル?) 浅井真理子

写真右手 piacer d'amore bush く襖〉 井出創太郎

資料のためにスナップを蝿ってみたところすべてが赤みを帯びていた。長い時間を経てきた木材に光が

反射したものだろう。やわらかな光に包まれて展覧会は行われた。

19. ・銅版画/の居所
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]R御茶ノ水駅から神田川をまたぐ聖橋を渡り、

左に湯島聖堂を観ながら坂を下る。秋葉原の電脳

街に入る一歩手前、その傍らにピルに固まれた小

さな家がひっそりと建っている。展覧会となる民

家。この建物も旅龍町の町屋同様、展覧会終了後

取り壊しが決まっている。

この界隈は空襲で焼けている。この地での最初

の家主は踊りのお師匠さんだったという 。戦後す

ぐ、お弟子さんの関係もあり急いで、稽古場を確保

する必要があったため新しく立てる猶予もなく他

から移築したものらしい。その後、住人の移り変

わりにより、少しずつその形が変えられていく 。

十年近くベアリング会社の倉庫であったことがあ

り、小さな庭が駐車場となった。そして重たいベ

アリングをのせる棚を置くために一階の床が落と

される。二階はその問、閉ざされた状態であった

という 。最後の住人となる浅井真理子さんは二階

を住居、 一階をアトリエ兼スタジオとして使用。

壁全体に真っ白に塗られたベニヤが張り込められ、

床には白いピータイルが敷き詰められることとな

った。

展覧会を立ち上げるためにまずピータイルを剥

がすことからはじめた。次に壁の全てを覆ってい

たベニヤを剥がす。下から出てきたのは剥き出し

の木材。それは倉庫であった時についたであろう

油にまみれたものであった。少しだけ前の状態に

戻す。全てを取り払うのではなく、白く塗られた

梁を残し、浅井さんの痕跡も残すこととした。そ

れは過去と現在を同居させる仕事であった。

前の二本の展覧会との大きな違いは個展であっ

たことである。家全体を一つの作品とした点であ

った。家全体、その件まいとの距離感は深度を増

すこととなる。前の二本の展覧会で獲得してきた

光と場から生じる情報はなによりも頼りとなった。

銅版画は襖がかつてそこにあったであろう場所に、

そして壁の一部に入れ込むこととした。白いベニ

ヤを剥がした状態を事前に目にすることが出来な

かった為に幾つかのプランをシートの状態で持ち

込み、現場で表装することとした。しかし、ここ

でもアトリエで予測し作り上げたものでは対応し

きれなかった。最終的に立ち上がったものは、持

ち込んだプランを一度ばらし改めてそこで作り上

げるという過程を経ることとなった。

一階の奥に連なる八枚の襖は、床がもともとの

位置から 30cm程下に落ちているため高さは

190cmである。右から三つ目の襖に一つだけ引き

手がついている。これは、 二階のもともとの襖に

二つだけ残っていたものの一つである。この建物

が建てられた当初から生活の中で時を経てきたも

のであり、力強い光をはなっていた。来訪者はこ

の引き手を頼りに襖を開け、台所の脇で靴を脱ぎ

車しむ階段を上がって二階へ行くことになる。

二階の襖には図像のないものを入れ込んだ。展

覧会期間中も浅井さんの生活がそこにあり、光に

呼応する余白を持ち込む形とした。

昼間、一階の部屋にはほんの僅かに光が及ぶ。

蛍光灯を消すと、その僅かな光を呼吸して図像が

亡霊のようにぼんやりと浮かび上がる。塩化第二

鉄の溶液に沈んだ銅版を見つめているようであっ

た。

平成 12年 11月1日解体。

銅版画/の居所 ....20



浅井真理子宅一階

浅井真理子宅一階 入り口を入ります向かい合う襖 浅井真理子宅一階内側

21.一銅版画/の居所



浅井真理子宅二階窓と対面する襖

浅井真理子宅二階窓

襖の正面に窓があり、神田川をはさんだ向こう側を走る総武線が見える。

浅井真理子宅桐の幼木

瓦の隙聞の僅かな土を養土に一本の桐の幼木がすっくりと立ち上がって

いる。三年前、隣の駐車場がビルとなった際、そこに根を張っていた桐

が伐採された。浅井宅の二階を覆う程の大木であったという。その種が

芽吹いたもの。家とともに消失。

銅版画/の居所・…22



浅井真理子宅一階右手

銅版画は暗閣のメディアである。

銅版画はその生成のプロセスに幾つもの暗聞を

抱えている。

防食膜としてグランドをひく、版面は最初の暗

闇に覆われる。作り手はその時間に向かい合い仕

事をする。そしてそれを留めるために版を酸に沈

める。ここで版は酸を境界とした向こう側で腐蝕

という加速された時を刻む。暗閣を体験する。刷

りの段階でインクを塗る。版面は真っ黒に塗りつ

ぶされる。暗聞から図像を掘り起こすように拭き

上げた後、刷り取る為にプレス機にかける。版は

フェルトに覆われ、日音閣の中で圧縮される。最後

の暗閣の中で版はその役割を終える。そこここに

ある暗闇。

銅版画は暗閣を抱え込むことで立ち上がる。暗

閣を引き寄せそこに委ねる仕事である。私の制作

の中で時閣を抱える銅版画のプロセスは、過去の

想起一記憶を立ち上がらせる過程と結び付いてき

た。

銅版画が抱え込んでいる暗闇は家の一部である

襖という居所を得ることで、家が抱える様々なも

のと対話をはじめる。家は住人の記憶を痕跡とし

て、そして全体として、留めている。過ぎ去り、

腐蝕にさらさた過去。そして銅版画が抱える暗閣

は家にさしこんでくる光を呼吸することでありあ

りとした<今>という 一瞬を獲得する。

作品は私の想いを越えて建物と、建物が抱え

る全てのものと対話をはじめ、光を呼吸し、

観者がそこに立つことで新たに立ち上がる。

23.....銅版画/の居所

するりと手元から向こう側へ離れていく愉楽

がそこにある。

旅篭町町屋プロジェクトは二千人を越える来訪

者があった。その対応にあたてくれたスタ ッフ、

そして、全面的なパ ックア ップをして下さ ったご

遺族の方々に感謝いたします。

浅井真理子宅での展覧会を立ち上げるために沢

山の方々に協力して頂きました。記して感謝の意

を表します。<敬称略>

浅井真理子

ご自身の個展と、引っ越しをひかえ慌ただしいな

かご自宅を提供して下さり、展覧会の立ち上げに

ご尽力してくださった。

協力してくれたスタッフ

小林素子 長津花

島田桂小里 三須 理恵

中森仁 山下彩子

(武蔵野美術大学版画専攻 3年)

増 因子恵

(武蔵野美術大学版画専攻4年)

海 保貴子 伊藤寛幸

堀川絵i孝子 前大道慎二

(武蔵野美術大学版画専攻大学院)

梅 沢華子

奥山直人

宮原貴行

村上暁子

妻鹿明子

柳原 三紀

彼らの協力がなければ展覧会は立ち上がらなかっ

たでしょう 。そして時間と場所を共有できたこと

を喜びに感じています。

写真撮影

幸田 森 (佐藤宅二階、浅井真理子宅一階)

襖に貼り込んだ作品はエッチング緑青刷り 。

(ベランアルシュ紙、雁皮紙、インク、緑青)



単色の韓国伝統版画

東京芸術大学 金免赫

20世紀を息が詰まるように走って来た現代人は、

ここに来てまた走らさせている。最近、急速に普

及したパソコンとインターネット産業の発達によ

って、かつて我らが夢見た世界を目の前にしてい

るようだ。特にインターネットは情報を意味する。

即ち情報をいかに便利に早く交換するかがインタ

ーネットのカギになっている。昔も情報の伝達の

必要性によって印刷術が発明され、その概念の延

長上に版画は現われたのである。

版画というのは、その文字が意味する通り、刷

(摺)ることによって表現される絵である。刷ると

いう行為で作られる版画は、版をどのようにつく

るかという製版過程、そしてそれを通して則った

結果としてのモノが版画である。このような特性

が他の美術分野と違う 一つの固有価値を持ってい

るからこそ、製版(版刻)と刷る過程は版画そのも

のの本質になる重要な前提である。そして、昔か

ら版画は印刷術の発達と直接関連して版材の選択

と製版技術の開発が平行して展開してきたのは事

実である。これは印刷術の発明と発達が版画自体

の技術的開発につながるのも歴史を通じて証明さ

れる。文化拡散の社会的な必然的要求が印刷術の

発明と普及をもたらし、またそれが版画芸術の拡

散へと、常に時代性を持ち得た事は明確な事実で

ある。つまり、印刷術と版画芸術はともに社会的

あるいは時代的要求に平行するという同質性を持

っている。

韓国版画の歴史は古い昔から伝統を持っている

にも関わらず、他の美術ジャンルに比べて一般社

会または美術に関わっている人々にもそれほど詳

しくは知られていないが、昔の生活の隅々まで幅

広く版画的な要素が浸透していた。版画の基礎に

なる個別の発明は中国で作られ、韓国における三

国時代、 (400~ 668)に伝達した。

仏印、塔印などの版行類を紙または布に大量に

刷って納塔することから始まった版の発想は、小

型版に陀羅尼経を版刻して大量に摺り、納塔仏事

することになってから、その経験が一般的に経典

または書籍の刊行をもたらす事になり、印章、石

経、仏版、拓本など版画の原点となるようなもの

も作られた。

印章は金属または石の表面上に人の名前、符号、

単色の韓国伝統版画 ・.24



官職名などを彫り、朱肉または墨を付け文書など

に押す印刷術とした最初の初歩的な形式であるが、

その例として統一三国(676-935)の初期文武王 15

年(675)に銅で中央と地方官署の印章を鋳造した記

録が残っている。また、同じ時期に智異山の華厳

寺石経図にも版画技法の発明を暗示させる遺物が

残っている。この石経は石に経典を彫って大量に

拓本をし、仏徒たちに配るために作られたと伝え

られている。

また高麗時代の直指心髄(1377年)はドイツの

「世界の審判J(金属活字、クデンベルグ、 1453年)

より進んでいた金属活字である。このように韓国

は伝統的にいろいろな方面で版が使われており、

実際にその遺物らは数多く今日に至るまで伝えら

一般人の認識はもちろん、美術人たちまでもがそ

の度外視していったこのような韓国伝統版画は早

くも、 M. CourantとA.Echardtsのような美術

史家たちによって注目されている。

1929年 A.Echardtsは彼が書いた朝鮮美術史の

『朝鮮本の挿画と木版jという項目に「各種の仏教

書籍の中には小さい絵または木版画で作られたも

のが多く、特に開城の開国寺の七層石塔から発見

された高麗の忠烈王(1275-1308年)時代の妙法蓮

華経は優れたものであり」また「朝鮮人が愛好し

た道徳談である三綱行賓図と五輪行賞図の版画は、

その線猫から高麗時代の青銅査を思い起こさせる」

と記述している、これは韓国の近代史から見ても

伝統版画において特異とするべき記録である 。

1966年 10月ソウル大学校の付属博物館で開催さ

(1 )無垢浄光大陀罵尼経国立博物館所蔵(国宝 126号)
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れた 『朝鮮時代の木刻挿画展jでこの展示会を企

画したキム ウン リヨウは「朝鮮時代の木刻挿

画は独特な韓国的色彩を持っている我国の版画の

存在を一般大衆に知らせ、李朝印刷物の又一つの

特徴を認識させると同時に韓国版画の発展にとっ

て刺激剤になってほしい。」と目録文に記録してい

る。これは始めて韓国の出版文化と木版画の発展

像を見せてくれた展示会であった。

初期日本の版画歴史と同じように、韓国の伝統

版画も大半は木版が主になっている。また技術上

の精巧性と洗練されたものより、宗教的な面と実

用的な面に重点を置き、東 ・西洋版画の歴史と同

じように印刷術の発展と深い関係を持っている。

韓国は良い本を刷るために紙の生産を奨励して新

しい印刷技術と美しい活字を発明した。韓国の製

紙技術は 4世紀頃、仏教がこの地に伝われて来て

以来、僧侶たちが中国と印度を往来しながら中国

の製紙技術を導入したと推定されている。ところ

で後漢書(中国の後漢の十二王の史籍を記録した歴

史本)には紙が発明されたのが西暦 105年に察倫

( ? -121年)によって作られるようになったと書

かれている。しかし、 1933年中国の新彊の羅布泊

で紀元前 140年頃のものと推定される紙が発見さ

れ、この他にも 1957、73、78年に発見された紙が、

察倫が発明した紙より以前の物であると推定され

た。そうすると察倫は紙の発明者ではなく改良者

であるとも 言える。また記録によると紀元前 610

年高麗の僧(曇徴)が製紙技術を日本に紹介したと

見られている。



ところで世界最初の印刷は木版印刷の形式で古

代中国で製作されたと見るのが正説かと思われる。

その当時、中国の文明は世界国家的な性格を持っ

ていたために、木版印刷術は隣接国である韓国に

すぐ伝えられ、内容と技法面でも韓国でも優れた

木版印刷の製作につながったのである。「無垢浄光

大陀羅尼経(IIJ(ムグチョンカンデ)は古代国家の枠

で中央集権的貴族国家化が形成、発展して社会的

な成長期だった新羅時代(356-775)に木版印刷技

術で摺られたと見られている。1967年、慶州の例

国寺の三重方形の稗迦石塔(751年建立)内の金銅舎

利画から版本 『無垢浄光大陀羅尼経』一巻が発見

された、これは縦 6.5cm、長さ 520cmの巻物とし

て格紙を 12枚つなげて墨で摺られたものである

が、この稼迦石塔が建立されてから一度も聞かれ

ていないこと、またこの経典の中に「則天文字」

と言われる杢(人)塁(地)などの字が使われている

こと、「則天文字」は高宗の皇后(則天武后 624-

704年)が中国、唐時代に使用した武周制字になら

って定めた文字が使われていることなどから、 704

年から稼迦石塔が建立された 751年の聞に版刻さ

れたと推定されるのである。それによって 764-

770年に日本で開版された「百万塔陀羅尼経Jに先

立つ世界最古の版本とする見解が可能で、ある。し

かしこの「無垢浄光大陀羅尼経Jは文献上に刊記

やそれを証明する記録などがなく、『続日本紀jや

『東大寺要録jなどの記録によって文献上に開版年

代が明らかな「百万塔陀羅尼経Jが今のところ世

界最古の本とされているのである。

ところで、無垢浄光大陀羅尼経と百万塔陀羅尼

経は共に文字だけで刻印されている。 しかし、こ

れらの経典は木版印刷術としては最初の例として

その価値は貴重な資料であると思われる。

高麗時代(918-1391)になっても内容と様式面

で大体仏経典類だったが、それもしだいに時代の

流れと共に図版が現れてきた。それら、図版は仏

画の様々な様式の中で発展してきたものであるが、

その仏画の用途によって三つに分類できる。一つ

は仏典を飾って荘厳な印象を与えるための仏画、

二つ目は一般大衆に難しい仏教の教利を分かりや

すく伝えるために描かれた教化用の仏画、 三つ目

は儀式のような時に使う仏画などであるが、主に

なるのは二つ目の用途に使うためのものであった。

大体に仏教版画を広い意味で-変相'だという 。

これは変化してあらわれる姿という意味であるが、

ここでの変相というのは仏陀の本生、仏典叉はj宇

土の荘厳さを彫刻や絵画で表わしたもので、これ

らを版画技法で製作した場合は‘変相版画'だと

いうかけである。変相版画には、仏経の内容を各

章ごとに絵と文を同時に載せ、各巻の頭にその経

典が意味している内容を圧縮、描写するもの、経

典が保護される事を祈る意味で守護像を描いたも

の、章ごとにその章が意味する内容を描いたもの

などがある。

仏画のまた一つの様式であるI慎画と壁画が多色

で描かれ制作された反面、変相版画は経典の中の

一部であったので、材料上と大きさにも制約があ

った。そのために主に単色である。また作品の構

図は縮小され、省略されている。即ち変栢版画は

経典の中で最も重要な所と、強調しようとする内

容を中心に表現せざるをえなかった。変相版画は

教理伝達のための一つの手段としてその内容が教

訓的なものであった。

現存している韓国で一番古い版画は高麗の穆宗

10年(1007年)開城の線、持寺で僧.石弘哲によって改

刊された賓陸印陀羅尼経(ボヒヨツプイン)(変相ぽ)

がある。この経典は幅 7.8cm、全長 240cm、各行

にが字数が 8-9字で構成されており、形体は小

さい木芯柱に巻かれて舎利画に入れ、それを石塔

に入れるために刊行したものである。

また、昔から地理的な条件により外侵が多かっ

たことに対して、仏心の意志で文化国としての威

力、仏経典の整理のために、高麗の王朝は大薮経

の刊行を国家的な次元の事業として行った。瀬宗

12年(1011年)に始まったのが大難経版刻であり、

これを初周大戴経という 。初周大戴経は宣宗 4年

(1087年)に完成された。これは中国(宋)の版本を

元にして製作したもので、版刻術は高麗のものよ

り優れている。初周大戴経の中には御製秘戴詮と

いう優れた山水風の版画らが収録されている。御

製秘蔵詮の版刻技法は宋の版本とはだいぶ差違を

見せている。北宋の太宗(976-997年)時に製作さ

れた北宋本、御製秘戴詮は、ハーバード大学のフ

オツグ美術館に、高麗のものは京都の南禅寺に 13
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巻、ソウルの誠庵古書博物館に 6巻が現存する。

誠庵古書博物館に所蔵されている御製秘蔵詮は、

全部が4枚で、その大きさは 52.6x 22.7cmである。

御製秘裁詮には仏教の教理が五言詩の形式で記述、

記録されているが、 一種の仏教詩集として本文の

間に山水を背景にして、僧侶が菩提樹で仏法を説

法し、求道する場面の絵が描かれている。すなわ

ち、これは一種の山水風の版画で、川と山、雲が、

前、中、後景に全体の蘭面を構成しながら僧侶が

古僧の説法を傾聴する場面、法門を聴いて得道す

るため訪ねて来る場面、仏道を得道して衆生を教

化するために旅立つ場面などが描かれているので (3)御製秘議詮録庵古書博物館所蔵

ある。

高麗の御製秘蔵詮α}は北宋本の柔軟性よりは大胆

でありながら自然主義的な画面を見せている。ま

た各画面の要所はお互いに関連し、洗練された構

図を見せている。御製秘戴詮の版画はその当時の

山水画風と仏教美術に関する資料、または高麗の

優れた木版術も見せる。

再周大戴経はモンゴル人の侵入で初周大裁経が (4)大方廃偽華傷程周本

すべて消失し、仏力の守護で外侵から守るために、

また作られたものである。良く知られている海印

寺の八万陀羅尼経は再周大戴経である。この大戴

経は初周大戴経版本を基準にし、対外の大戴経と

も対比はもちろん、仏経の目録まで参考にし、矯

正して補修したものである。

顕宗、宣宗の両代にかけて初周大戴経の作業を

終え、文宗朝後期からは、僧.義天(文宗の 4番目息

子ム僧、 1055~ 1101年)によ って績蔵経の刊行事業

が始まった。彼は東洋各国から資料を収集して新

編諸宗教戴線録を善宗 7年0090年)に作った。し

かし、この績戴経は高麗人自身の力で作った独自

(2)賓盤印陀縄尼経(蟹相図) 海印寺所蔵
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(5)悌脱頒修十王経海印寺所蔵

(6)阿珊陀三尊悌海印寺所蔵



的な木版本だったという点で意味が大きい。

その他、現在まで伝わっている国宝級高麗版画

は大方贋悌華僚経周本(4112~13世紀、華僚経嬰

相図)である。この経典は長さ 76cm、幅 26cm、厚

み 4cmの白樺の木に彫ったものである。これは版

刻が精巧で完壁な造形性を備えている。その他に

は、小字本妙法蓮華経(忠烈王 12年、 1286年)、細

小字金剛船若波羅密経(忠宣王 3年、 1311年)、金

剛船若波羅密経(恭慰王 12年、 1363年)、悌説大報

父母思重経(踊王4年、 1378年)などがある。この

中で父母恩重経は高麗末期から流行し始めて、李

朝時代に最も大衆的な仏経典の一つになった。特

に韓国で儒教の基本となった性理学の「孝」思想

と符合し、この経典は版本だけでも 60蔦程度にな

った。これらの経にはほとんど変相版画が載せら

れており、 一般人に配られる大衆的な経典には、

大体各節ごとに理解を高めるために版画が載せら

れている。父母恩重経は主に 21節面で構成され、

その中の偽説大報父母恩重経は父母恩重経の中で

最も古いものであり、いろいろな種類の絵が精巧

に版刻されている。この他にも海印寺に保存しで

ある華僚経の第 72巻変相の賓光明童女(西紀 1900

年ごろ)と華俄経版があるが、これらの経版はすべ

て揃っており 、各巻、巻頭に木版画が載せられて

いる。しかし高麗時代の木版画は仏経の変相図だ

けではなく、仏陀が説法している場面を山や雲な

どあるいは風景を加えて構成した。その中には霊

山曾相、偽説預修十王経151と阿禰陀三尊偽附のよう

な作品性の強い版画もある。これらの僧によって

作られた版刻は精巧さと洗練され、版刻は一つの

時代の精神を覗き見ることができる。

李朝時代(1392-1897)は歴代王朝の中で文化の

質と内容が韓国的な特性を得、発展された時期で

ある。当時の版画は各種書籍の刊行によって技法

が新しく開発され、範囲が拡大されてきた。高麗

時代の版画は王室と寺院で作られた仏教版画が中

心だったのに比べて、李朝時代の版画は王室刊行

の仏経から一般の庶民生活に直接に利用されるよ

うになった符籍(守護)、餅型(餅、だんごの成型版)、

菱花板(図案、模様版)に至るまで幅広い。李朝の

版画の代表的な特徴は、単純化と省略の技法であ

り、画面に新たな表現力として大胆性と躍動感を

もたらした。李朝中期には伝統的な版画の画面構

成に束縛されずに、新たな次元の空間構成があら

われた。たとえば、この時期の版画は山水の表現

が増えてきているが、画面の主題部分と背景の山

水は同じような比重で扱われた。本格的な米貼(筆

を寝かして点で描写する画法)と'腫法(山、崖、岩

石などの曲線を表現する画法)が刻法と結合し、李

朝版画の新たな変化が見え始める。

しかしながら李朝時代の版画は、この当時の中

国と日本の版画の ように、独自のジャンルに発展

できなかったことは遺憾な事であろう 。例えば同

じ時期に日本では、菱川師宣による浮世絵版画が

出現、その後、西洋の遠近法を取り入れた奥村正

信などの活躍もあった。そして、鈴木春信によっ

て見当が発明され、多色木版画が可能になった。

また、中国の木版画は長い歴史を通して、宋・般

の時代(960-1380)挿し絵や本の表紙に使われた

のが多く、独立した版画では明の時代の末期から

清の時代初期、即ち 1640年頃から 1800年の聞に

制作された喜劇と小説を主題としたもの、また、

風景、人物画などが描かれていた。そして二色に

よる木版画の出現(1340年)と水性絵の具が紙に渉

む効果を生かした水印画と言う多色木版画が出現

したのである。それでも、李朝時代の版画は特有

の単色木版画の美しさを維持しながら、大半は書

籍の挿し絵として作られたために、墨一色で単色

木版画が主であった。完成度の点から見れば、前

代の高麗時代に比べて多少落ちるが、それでも自

然味を失わない版画はその当時の人々の健康な美

意識の一つの断面でありながら、 比例が無視され、

誇張した対象を仮飾を加えずに譜語的(ユーモア)

な表現力は見る人を感動させる。

李朝時代の刊行物を種類によって分類して見る

と、王室の刊行本、 15世紀から寺院が独自に製作

した寺院版本、官署から刊行した官版本、私学教

育機関として書院刊行、私家で家紋の血統と 門閥

を誇るために作った私家版本がある。

また、仏書は二つに分けられる。一つは王の命

令で国を立て、刻印 した物と寺院で施主者たちの

私財で作ったものがある。李朝は崇儒抑仏を国事

とし、建国したが、仏教を完全に葬ってはいなか

った。むしろ多数の王たちが個人的な趣旨で数々
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の仏書を刊行した。

15世紀初期からは李朝に独自的な寺院本が現れ

始めている。これらは国が政策的に仏教を抑えた

ことによって寺院が直接に仏経刊行を行った為で

ある。当時の代表的な寺院版本では太宗 5年(1405

年)安心寺が改版した法華経、世宗 11年(1429年)

から 14年まで刊行した梼巌経などがある。李朝時

代の寺院本のほとんどが高麗時代の仏経典の翻刻

本であり、版刻のうまさは高麗本の比に及ばない。

また、李朝時代には、王と王室、寺院などから

個人的な要求で経典を刊行したにも拘らず、国家

政策的に建国理念だ、った崇儒策を積極的に実践す

るために、大規模な仏教典の刊行事業は行われな

かったので、儒教思想、を基本にした儒学関係の典

籍(書籍)版画が数多いのである。そして各種の儒

教書籍、歴史と詩文系統の書籍が全国的に編纂さ

れた。例えば性理大典、図書大典、春秋大典、耀

記大典などが世宗朝で刊行された経書である。こ

れらを見てみると王命で刊行されたので、かなり

精巧に版刻され、印刷も正確で李朝初期の印刷術

の程度をはかり知ることができる。

重宗 39年(1543年)には、最初の私学教育機関だ

(7)廷守劫虎(続三綱行賞図)、キムミンギ所蔵
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った書院が設立された後、書院は自主的に必要な

本を刊行する必要があった。明宗 21年(1581年)の

近思録集解、宣祖7年(1574年)失子書節要などの

書院版本の中に伝記類の肖像木版画が現れたこと

は特記に値することである。

李朝版画には、内容別に儒教版画、仏教版画、

民家信仰における無属版画、民画の版画などがあ

る。儒教版画は大きく行貫図系統の版画と儒教中

心社会の行事や儀式などを記録するための版画に

分けられる。図書三経、相礼図のような李朝の儒

教経典に載っているいろいろな絵を見ると、古代

儀式に関係する版画が現われる。李朝社会で一番

主力に した編纂事業は三綱五倫を内容とする倫理

綱領を強調した本である。三綱行賞図、続三綱行

賞図(η 「廷守劫虎」、 二倫行賓図、五倫行賓図、東

国新続三綱行賓図などの行賓図の系統の本などが

続けて編纂され、李朝の社会理念を浸透させた。

この本は農民たちに広く補給させようとする意図

で編纂されたために、文字よりは絵が主になって

作られており、李朝時代版画の特性を把握できる

いい資料であろう。

行賓図系統の書籍の中でも一番早く編纂された

ものは世宗 10年(1428年)に刊行された三綱行賓図

である。三綱は君臣、父子、夫婦が守らなければ

ならない忠、孝、正の三道を示しており、 三綱行

賓図はこれの代表的な例を集めて記録しである本

である。本の様式は絵が先に登場して行賓(おこな

い)はその後に書かれている。その三綱行賓図の絵

は国家に所属されていた画院たちによって描かれ、

それら三綱行賓図は李朝の挿画本の代表的な例と

して、また版画史の資料と しても重要で、あると言

える 。世宗以後の三綱行賓図の刊行は壇宗元年

(1453年)再版され、世祖 11年0466年)五倫録命

撰、成宗 12年(1481年)言文烈女図などが今日に伝

えられる。

政宗 21年0797年)には重宗朝に編纂されたこ

論行賞図と三綱行賞図を含めて五論行賞図閣を編纂

した。この五論行賞図の中の偉伯捕虎聞は金弘道が

描いた版画であり、 英祖20年(1743年)制作された

僻説大報父母恩重経と共に李朝の版画をより高次

元的な絵画の世界に昇華させた作品である。国家

の画院の画風がそのまま反映された金弘道の版画





庶民生活に直接応用したことで、庶民生活にも版

と複製性という感覚が生まれた。特に餅型の一般

的な模様は抽象的でもあり、幾何学的なものであ

って、その単純性が与え版的な感覚は新鮮である。

民画にはそれを版画で制作したものがある。す

なわち、正統絵画という画院風の絵画に比べて、

無名の画家たちによって制作された民画州は李朝時

代の絵画の主流になっている。李朝時代は、上は

王室から寺、 書堂、婚礼式場、さらには庶民の部

屋に至る まで生活空間に絵を飾るのが慣例になっ

ていた。これらの慣例は大体が学問と芸術を元に

した儒教的な生活様式と密接な関係があった。民

画は韓国民族の民間宗教、生活様式、思考方式、

風俗、習慣、民衆文化、即ち民俗と 言える内容を

持ちえた絵である。このような民画の中には時に

手彩色を施した木版画もある。

以上、統一新羅時代の無垢浄光大陀羅尼経から

始ま ったと 言える韓国伝統版画は、古い歴史を通

して今に至るまで伝えられている。高麗時代は崇

仏政策によって国家的な事業として製作された仏

経典の刊行が李王朝に至って禁止され、李朝の建

国理念だった崇儒抑仏策を国家政策として積極的

(10)乳日甫養育園、嫡住寺所蔵

31.....単色の韓国伝統版画

(11)鹿婦人

明開閉村岡|
i -却代I泌込山ι ~

(13)餅型





在外研修報告

ーハートフォードシェア大学一

東洋美術学校 藤岡慎

33.ー在外研修報告

1 999年 10月より文化庁在外研修員として

一年間、イギリスのハートフォードシェア大学美

術学部に研修教員として籍を置き、石版石による

リトグラフ制作をしながらイギリスの美術や教育

の現状を見てきました。

この大学はロンドンのキングスクロス駅から電

車で北に 30分ほと寺のハッ トフィールドという町

にあります。ロンドンのような都会と違い地方の

学園都市の趣があり、その広い敷地の一角に新し

く建てられた正面がガラス張りの建物が美術学部

でした。ホールではイギリスで活躍する作家の作

品を定期的に展示しており、その 2階にプリント

スタジオがあります。この学校の設備は日本の美

術大学とほぼ同じで、目新しいものがあるわけで

はないのですが、技術の習得ではなくリトグラフ

の原点である石版石での制作を考えていた私には

満足のいくものでした。

工房では石版石とジンク版が用意されていてア

ルミ版はありません。慣れない石版石の研摩から

はじまり何とか制り終えた時は、版画を志した頃

の新鮮な感動を味わう事が出来ました。なにせ説

明を受けても言葉が分からず試行錯誤の毎日で随

分と苦労したのですから。萩焼にも似た乳白色の

版に描く時の心地よさは格別で、砂目の美しさも

際立つように思います。

興味深かったのは大学入学前のファンデーショ

ンの制度でした。大学を目指す学生は 1年間でデ

ザイン、絵画、版画、彫刻、染色といろいろな表

現を大学生と一緒に体験し、入試の為のファイル

美術学部全景





在外研修報告

三塩英春

35.....在外研修報告

ウィーンには 1870年代に建てられた二校の美術

大学がある。造形美術アカデミイーは約三百年の

歴史ある大学で、その風格を充分に感じさせる建

築物はシラープラッツ広場に面し異彩を放っ。こ

こは美術に関する総合大学だが、デザインと工芸

はもう 一つの大学で応用美術アカデミィーに有り、

多少タイプの違いはあるものの、多くの芸術家を

両校共に輩出している。共通することはどちらに

も充実した美術館を併存し、常設、企画展等を随

時、鑑賞でき、僕も幾度となく足を運んだ。

最初は、学生の為に資料としてコレクションさ

れたそれらの作品は、今ではすっかり観光名所と

なっているが、他の美術館など、人は多くなく 実

にゆったりと鑑賞することができる。

僕が在籍した造形美術アカデミィーの絵函館に

は、ヒエロニスム・ボスの名高い祭壇画「最後の

審判」が有り、たっぷり見入ることが出来た。そ

こでは、本物でしか伝わらない古典から現代に共

通する真の芸術性の深さに感動し、濃密な時間を

過ごせた。この様な喜びはウィーンの日常にごく

普通に存在し、如何にこの国が時代の流れの中に、

歴史と文化というものを確信的に内包しているか

を見せつけられた。それに反し表面的に変化し続

ける日本は、歴史と文化が生活とかけ離れた国で

あることをウィーンの町で再認識し、少々悲しく

なったのも事実である。

この大学にはもう 一つ特質したコレクションが

ウィーン造型美術アカデミ一正面





エングレーヴイングから始まり腐蝕銅版画、木口

木版、リトグラフ、その他の版画総てに言えるこ

とは、各々の時代に完壁な技術の頂点を極めてい

る事と、それらの資料作品が、数多く手短かに見

られることで、逆に新鮮味を感じないのだろう

か?僕などは版画の経験が浅いため、漁る様に見、

オリジナルから感知する精神と技術には、唯只驚

H莫しっlまなしであった。

恵まれた環境の中、ギャラリーや美術館での鑑

賞は、日本では、考えられない程、多くの作品を

見る事が出来た。ウィーンの町ではギャラリーは

あまり活発とは言いがたく、銀座の様に画廊は集

中せず、町全体に点在しているように感じた。そ

れは、ウィーン市内が、リンク(城壁を取り除いた

環状線)を中心に非常に小さな町なので納得出来る。

逆に美術館やホールなどでは常に活発な企画展を

催し、現代美術も古い建築物の中で、何の違和感

もなく実にうまく収まっていた。印象に残った展

覧会を少し上げると、リチヤード ・セラの大型版

画展では、マチエールの持つ物質的な力強さに圧

感、必然性のある大型版画とは真にこの様な仕事

だと思った。ソパックの銅版画展は、彼の 70年代

の作品が、同時代の日本の版画と如何に共時して

いたかを読み取れ面白かった。ラファエロ展は、

素描を中心にタブローとイタリアのビュラニスト

によるラファエロの模刻が、数多く出品され、北

方系のピュラニストと比較できた。この様に古典

から現代ヨーロッパの作家まで、常に同時進行で

鑑賞する事が出来、しかも 一般受けを意識してい

ない企画が多く、会場はゆったりと穏やかな雰囲

37・ 在外研修報告

気に包まれていた。僕が最も多くかよったのはア

ルベルティーナ美術館の企画展と版画収蔵室であ

る。収蔵室の閲覧は至って簡単で、、パスポートと

作家名を提示すれば、約 15分もしない内に係員が

カートに乗せてやってくる。僕は、銅版画を中心

にへとへとになるまで鑑賞し、それらの第一級品

の版画をしっかりと脳裏に焼き付けてきた。

まだまだ見たい物知りたい事が山程あったが、 1

年間は、あっという聞に過ぎてしまった。一番嬉

しいことは、ウィーンの町で多くの人と出会い、

親しい友人が出来たことだ。その友達に会う為に

またウィーンに行こうと思う。

アカデミーでの仕事場

造型美術アカデミーの膚蝕室





い作品を二段掛けにまとめた方がいいかも知れな

い。しかし「ゃった者勝ちJをいつまでも認めて

いては、現在の無法状態はますますひどくなって

いくに違いない。長い目で見れば、この方針の堅

持が展示の改善につながるかも知れない。

あまり厳しい規定は学生の意欲を失わせる、と

先生方はおっしゃる。一理ある。しかし展示室の

面積には限界がある。雑然とした展示は一点一点

の作品をじっくり見るという意欲を失わせる。そ

の中で人の目をひくために、さらに大きいサイズ

の作品を作るという悪循環が生まれているような

気がして仕方ない。自分の作品の下に名刺を置く

学生(それも無断で)を見ると、この人は展覧会に

出品しているのではなく、自分の作品だけを見せ

ているという意識なんだろうな、と思う 。誰もが

自分の作品を見てもらいたいはずだ。そのために

はどうすべきか、少なくとも何をすべきではない

か、「大学版画展という展覧会を構成するJという

ことをほんの少しでも考えてほしい。

これも毎年のことであるが、額装が不備な作品

が必ず出てくる。

まず開梱した時点ですでに問題のある作品。パ

ネルが歪んでいる。紐がついていない。市販の額

を使ったものでも、きちんとはまっていない例が

複数あった(どうしてそんなこともやり終えられな

いのだろう?)。

次に展示しているうちに不備が出てくる作品。

額の中で作品が落ちる。パネルに貼ったものがは

がれてくる。わずか 2週間の展示にさえ耐えない。

本人が直しに来ない限りは、そのまま展示するこ

とにしているので、会場係が観客から質問される

ことも多い。他人の不備をいちいち詫びる彼らの

身にもなってほしい。

そしてひどい額装の作品(ひどい、というのは保

存の観点からみての話である)。買い上げ賞を収蔵

するために額から外していると、作品を留める方

法があまりにひどくてび、っくりすることがある。

会期中に額装が保つようがっちり留めてくれてい

るのだとは思うが、はがせないくらい両面テープ

をはったり、ベニヤ板に直接貼り付けたり、この

まま置いておいたら確実にシミだらけになるに違

39......大学版画展を終えて

いない、という作品は多い。

美術館の収蔵品でも、質の悪い台紙やテープが

化学変化を起こし、そのシミが作品にまで及んで

しまった例がみられる。それも近・現代の作品で、

作家自身の用いた材料ゆえに傷んでしまった作品

があるのだ。

版画を学ぶ学生たちは、作家のたまごである。

自分の作品の額装 ・保存についても学ぶ必要はあ

るのではないか。大学版画展が教育を目的の一つ

においているならば、こうした点の指導も行われ

るべきではないだろうか。

ただ、大型の作品の額装は難しい。作品が大き

くなることの弊害はこうした面にも現れている。

そしておそらく、大画面を活かしき って表現する

ことも難しい(小さければ簡単、ということではな

い)。イメージが弛緩した、間延び、した作品が散見

された。別に大きい作品を目の仇にするわけでは

ないが、押し出しを立派にするためだけに大きい

作品は考え直すべきだと私は思う。

大学版画展は慌ただしい。出品作品は搬入日に

届くまで、どんなものかわからない。展示室の容

量を超えた作品を 1日で展示しなければならない。

学生は人数はあっても自分で判断して仕事をして

くれるわけではないので、うまく指示しなければ

烏合の衆だ。会場係は日替わりで、学生が遅刻し

居眠りをしたのをきっく注意したところで、翌日

来るのは違う学生である。昨日はあっち今日はこ

っちと作品がはがれ落ちる。担当学芸員は会期中

は学生寮の舎監にでもなったような気分である。

だが、小さなトラブルはあっても、大きな問題

はなく今年も無事展覧会を終了することができた。

実際の作業では、担当各校が非常によく役目を果

たして下さった。美術館側の担当者として感謝申

し上げたい。

大学版画展のような性格の展示ではさまざまな

問題が起こるのは仕方のないことである。美術館

と事務局、出品校 ・出品者が話し合いながら、こ

の展覧会をよりよくしていくことができればと希

うものである。





らその 1歩が始められていった。

それから年輪を重ね、版画が美術の 1ジャンル

としての地位を得た今、会の当初の目的はある程

度の達成をみている。研究会は版画学会と名称を

変更し、さらに活動の充実を図っている。大学版

画展においての公開討論会やセミナー、版画チャ

リティーはそうした版画学会の社会的な関わりを

も視野に入れた新しい姿勢を示し、成果となって

いる。

ワークショップ概要一

当館に会場が移されて、ほほ毎年開催(※別表

参照)されているワークショップには一般も高い

関心をもっていて、例年多くの参加者がある。今

回も展覧会初日の 12月2日と翌 3日に、第 18回

0993年)以来 7年ぶりに、版画家ヨルク ・シユマ

イサー氏をむかえて催された。

このワークショ ップはソフトグランド ・エッチ

ングを学ぶための良い機会であることから、 2日

間で 100名近くの人が参加した。また、シュマイ

サー氏本人による制作背景に関する レクチャーが、

3日の午前中に 80枚のスライドをうつしながら、

約 1時間行われた。

シュマイサー氏は 1942年生まれ、ヨーロッパ

北中部のポメラニア・ストルプ(現ポーランド)

出身。 ドイツ ・ハンブルクの美術学校において、

画家で版画家のヴンダーリッヒ氏に薫陶を受け

た。1968年に来日、京都市立芸術大学に在籍 し、

4年間日本に滞在している。その後ハンブルクに

写真 2)版にインクをつめている様子

41......公開レクチャー・ワークショップ

もどり、美術学校で 6年間講義をもってから、オ

ーストラリアの CanberraSchool of Art (現

Australian National University， Canberra)にて版

画の指導にあたった。現在は、同地で版画を中心

に制作活動を行っている。

* 
ワークショップは 2日間とも、終始活気を呈し

ていた。シュマイサー氏の説明に領きながら聞き

入る人、細々とメモを取っている人、ビデオで制

作の手順を丹念に記録する人など様々だったが、

一様に真剣な様子が印象的で、あった。

また、前回の橋本文良氏による 『コンピュータ

ーを使ったリトグラフjのセミナーと同様、参加

者が講師の紹介する技法によって、実際に版画を

制作・体験できるよう用意がされていた。サポー

トは東京芸術大学 ・版画研究室、及び同大学院生

らがあたっていた。

写真 3)体験制作の様子

写真剣体験制作の作品と参加者の質問に答えるシュマイサ一氏





東京芸術大学助手

清水博文氏

京都市立銅耽美術工芸高等学校教諭

旭 淳 司 氏

作家由木礼氏

第 17回展/1992年 12月6日

公開セミナー rリトエ ッチングについてj

小作青史氏

第 四回 展/1993年 12月5日

公開セミナー:

『ソフトグランド・カラーエッチングの技法j

キャンベラ大学教授

ヨルク・シュマイサ一 氏

第 四回 展/1994年 12月4日

公開セミナー r丸山浩司 木版画のプロセスj

福島大学助教授

丸山浩司氏

写真 5)丸山浩司氏のレクチャーの様子

第 20回展/1995年 12月3日

公開セミナー:

『ブロッキング法(直接描画法)シルクスクリ

ーンの技法j

女子美術大学講師

鎌谷伸一 氏

第 21回展/1996年 12月8日

公開セミナー rサンドプラスターによる写真

木版~そして、コピ一転写による銅版画、石版画J

43・・・・・・公開レクチャー ワークショップ

ボストン美術館附属美術学校版画科

主任 ピーター・スコット 氏

第 22回展/1997年 12月7日

公開セミナー:

r Waterless Lithography by Nik Semenoff 

(水を使わないリ トグラフ技法)J
星野美智子氏

写真 6)星野美智子氏のレクチャーの様子

第 23回展/1998年 12月5日

公開セミナー rスコットランドの現代版画j

グラスゴー美術大学教授

ジャッキー・パソー 氏

第 24回展/1999年 12月4・5日

公開レクチャー&ワークショップ:

レクft- rコンヒ 。ユーターを使った版画制作・私の場合j

ワークシヨ'J7
0 rパソコンから リトグラフへの展開j

砺波市美術館学芸員

橋 本 文 良 氏

第 25回展/2000年 12月2・3日

公開レクチャー・ワークショップ:

『シュマイサーのソフトグランド技法J
版画家・元判ンヘ ーラ美術大学版画科

主任教授 ヨルク・シュマイサ一 氏

(※表は当館年報と全国大学版画展の印刷物を資料

とし、肩書き等は当時のまま記載しました。)





の終りにこの中から 2つのコースを専攻します。

版画コースを専攻するためには、絵画(洋画、日

本画、版画)領域を選択し、それぞれに必要な基

礎技術を学習します。版画コースでは、 二年次に、

銅版画及びリトグラフの基礎技術を学びます。

三年次から は、それぞれのコースに分かれます

が、余裕のある学生は明星大学カリキュラムの特

徴である 2つのコースを同時に専攻出来ます。例

えば陶芸と版画、プロダクトデザインとガラスア

ート、ビジュアルデザインとテキスタイルアート、

それぞれの特性と成り立ちを理解して、制作に取

り組めばとても面白いことが可能なカリキュラム

になっています。

三年次の版画コースの授業内容は、前期に木版

画、シルクスクリーンの技術を集中的に学習しま

す。そして後期より、テキストを使った版画の歴

史を学び、その上で美術館において 15世紀西洋

の版画から日本の浮世絵、日本の近代、明治以降

の創作版画をたどいながら戦後の国際は日本の版

画の隆盛期の作品そして現代の版画まで鑑賞しま

す。そこで、こうした体験をもとに、学生は個別

の版画集の制作という課題に取り組みます。これ

により、自分の世界を客観的に版画に具現化する

45..・大学紹介

ことが目的です。

四年次には、それまでの集大成として、学生

各々が版画工房の前にある壁面 12mのギャラリ

ースペースで、 一週間という期間で個展を開くこ

とで、他のコースの学生や先生との交流をはかり、

卒業制作に向けてのプランを練ります。一月の下

旬には、学内での卒業制作展、そして二月には卒

業制作の学内展に挑みます。この外にも、多大学

との交流展、青梅信用金庫にての版画研究室展、

全国大学版画展などの開催を通じ、社会との関わ

りを学びます。

本学部においては、大学院が併設されていない

ために、版画を学生が卒業後制作を続けるために

は、他大学の大学院に進学するか、自力でプレス

機を購入して工房を立ち上げるか、私設の版画工

房も しくは公共の美術館に付属する施設の版画工

房を利用 して制作をすることになります。したが

って今後は、卒業生のための版画工房の開放をど

のようにすべきかが課題です。





-会計報告 ・同じ学生が、連続で受賞することがよいのか、

・監査委員の宮下登喜夫先生より辞任の意向が事 受賞が連続した場合は次点の学生を繰りあげては

務局にあり、今年度は時間がないので、今期のみ どうかといった意見がでましたが、今後の検討課

磯見輝夫先生にお願いいたしました。 題です。

-遠隔地補助金については、名古屋以西は一人当

たり 5、000円、京都以西は一人当たり 10、000円

を支給する。この対象は会員でもなく、学生でも

ない者で事務運営上必要とされる人です。前回総

会で承認されていますが、再度確認の為に報告い

たします。

-現在、会員の2/3の会費が納入されています。

未納の方は、来期分と併せて納付して戴くように

お願いいたします。

-学会誌編集報告

・今年度から、編集委員長は蓮尾力先生から池田

良二先生に引き継いで戴きました。編集委員は、

清水美三子、小山愛人、木村繁之、渋谷和良の先

生方又、編集進行に渡遁洋会員です。

-学会誌 30号のテーマは「大学版画の現在」、関

東の学生 5名を中心とした座談会に 『版画芸術j

の秋田真波さん、 Oギャラリーの大野博子さんに

参加して戴きます。この座談会は、木村繁之、清

水美三子先生が担当されます。

-アンケートの集計結果について

-約半数の 48校の解答を得ました。学生数に対し

て版画展の出品枠が少ないという答えや、出品作

品が出品枠に満たない大学も在り、現在の各大学

の出品点数を多角的に検討し、実情を踏まえた出

品点数に改正してはという提案がだされました。

-専任、非常勤の枠や、授業の形態など詳しい調

査が必要である。

-海外交流展について

-現在はまだ決定されていませんが、続けて検討

する。

-買上賞・観客賞の選択方法について

-今年度は投票用紙を用意しました。一人が 20票

の持ち票で、 一大学 4名までとして一大学に集中

しないようにしました。観客賞は従来通りです。

47.・学会事務局報告

-ポスター、案内状、印刷等の報告

・今年度のポスターが従来のタイプから、文字デ

ザインに変わりましたが、美術館の意向におまか

せすることになりました。案内状も同様です0

・2001年の版画展の期間は、 12月1日から 12月

20日に決まりました。

・ポスター、案内状が、郵便物の紛失事故により

届かなかった大学が数校ありましたが、発送担当

校のミスではありませんので、ご了承下さい。

以上

大学版画学会の前身、大学版画研究会を設立さ

れた諸先輩方の御尽力により、大学に於ける版画

教育の広がりと拡充につれて、参加校や会員も増

えてまいりました。 しかし、版画や版画教育の内

容や質の異なる検討、吟味といった事など、第二

世代の我々に与えられた課題は、山積しているよ

うに思います。21世紀を向かえ、これからの版画

の方向と共に大学版画学会の今後のあり方も模索

していかなければならないと思います。

事務局の 2年の問、会員の先生方や版画美術館

の方々に色々御援助戴き、本当にありがとうござ

いました。

版画の彩展.
ME | 
a月2日(土.月17日(日)



アンケー卜集計結果 1
<観客賞受賞者>

全アンケー ト734票の結果、最多得票 27票をもっ

て小飯塚祐也(多摩美術大学学部 4年生)の作品

「すんでのところで月を避す人Jが観客賞に決まり

ました。

※買い上げ賞とダブる受賞となりました。

<プレゼント作品当選者>

版画学会事務局に於いて厳選な抽選の上、 5名の方

に作品をお送りしました。

アンケート集計結果 2
全 734票

ーこの美術館で大学版画展をご覧になるのは今回

で何回目ですか。

1.初めて 343票

2. 2回目 115票

3. 3 ~ 5回 111票

4. 6回以上 43票

ーチャリティー販売を続けることについてのご意

見をお聞かせください。

1.続けた方が良い 556票

2.特に意味を感じない 27票

3. その他 18票

アンケー卜集計結果 3

<展覧会についての意見、希望のまとめ>

1.広いスペースで見やすい。

2.作品の聞をもう少し聞けて、位置も高くした方が良い。

3.額のガラスは無い方が良い。

4.作品が多すぎる。

5.作品の解説がも っとあると良い。

6.若々しいパワーを感じる。

7.興味深い展示である。

8.作品が欲しい、販売してほしい。

9. いろいろな個性が見られて良い。

10.昨年にくらべ水準が上がっている。

11.作品のレベルに差がある。

12.是非また来たい。

13. 版画の可能性を感じる深い作品展だと思う 。

14.毎年楽しみにしている。

15.すばらしい、よかった、続けてほしい。

16.チャリティーの販売方法が良く無い。

17.大変勉強になった。

18. もっと広報した方が良い。

19.投票に I点選ぶのは難しい、 3点が良い。

20.学生達の為にもこの事業の末長い継続を。

21.観客賞の投票結果を知りたい。

大学版画学会会報 No29 訂正箇所

誤→正
表紙 The committee of Univerllllty of Art Qf 

Print studies in Japan 

Universuty→ University 

of→ for 

表紙裏「大学版画学界」 → 「大学版画学会J
10ページ左 17行

「懐かしの ciJ→「懐かしの 11ciJ 

右 13行

iiJ→「皿J
11ページ右 9行

iiJ→ iNJ 

12ページ右 14行

i.f:J→ iVJ 

16ページ左 14行

「共に」の後、詰める。

16行

「コンビュー」の後、詰める。

18行

「暗示し」の後、詰める。

17ページ右 16行 -17行

「魔?~ゆJ → 「事が推測されます。 DJ

23行

「諺に」→「版種を通じて」

26行

「写Jの後、詰める。

18ページ 21行

「設問 6Jから後、削除。

20ページ右下作品タイトル

iMisty DutchJ→ iMisty Dutch14J 

34ページ右 10行

i'J→ 「々」

36ページ左右作品タイトル

「テープ肉ルの上でュ，/'J →「テーブルの上でXIII，XV J 
IIithogrophJ→ iLithographJ 

アンケー卜報告 .....48



編集後記

平成 12年 7月8日京都市立芸術大学に於いて開催された臨時総会で運営委員会から学会誌

編集委員長をおおせっかった。それに伴い新編集委員に小山愛人・木村繁之・渋谷和良・清

水美三子、編集進行に渡遁洋各会員に就任いただき、感謝申し上げます。

編集は従来のものを基礎に、特集として「大学版画の現在」第 25回全国大学版画展出品者

の視点からの座談会を、季刊「版画芸術」との共同企画で、行った。rr版表現」で真のアーチ

ストを志す若き卵たち Jr作家を目指す学生さんへjr版画の将来ーその意識の変化jr銅版画

/その居所』と現代を表現するメディアとしての現代版画へ一歩を踏み出したものとした。研

究論文 『単色の韓国伝統版画』在外研修報告、大学紹介と版画の彩展 2000に併せて公開レク

チャー・ワークショップの報告を加えた。原稿を執筆下さった会員各位に編集委員一同、 厚

く御礼申し上げる。

本誌、発刊に際し助成していただいた新日本造形株式会社に対して紙面を借りて深じなる

謝意を表します。 池田良二 記

49 編集後記

大学版画学会第 30号
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大学版画学会の研究論文の寄稿は、次の要項によるものとする。

1、寄稿者の資格

大学版画学会の会員(一般会員、賛助会員を含む)、および大学版画学会学会誌編集委員

会で依頼した者であることを原則とする。

2、寄稿論文の内容

寄稿論文は、次の事項に関するもので、独自性をもった内容であること。

1、版画教育に関するもの。

2、版画一般及び専門に関すること。

3、大学版画学会誌 No3 1寄稿論文の登録及び寄稿の期日

寄稿論文は、大学版画学会事務局に、 2001年9月30日までに登録するものとする。受理された

原稿については、専用原稿用紙、レイアウト用紙を用いて、 200 1年12月1日までに寄稿すること。

4、寄稿論文は下記の要領で作成するものとする。

1)指定

1本文は学会誌専用原稿用紙 C2 2字x2 1行=4 6 2字横書き〕に書くこと。

2図 ・表 -写真を含めて 40枚以内を原則とする。

やむをえず規程頁数を超過する場合は、編集委員会の審議を要する。

2 )注意事項

氏

1本文は、指定の字詰、行数で原稿用紙に記するか、ワープロ印字するものとする。

2図・表・写真は、明瞭に作成。撮影されているものであること。それぞれに番号と説明を附し、

表に半透明の紙をかけ、 トリミング等の指示をすること。

3図・表は、版下の作成を要しない仕上がりのものとする。但し、線、文字、図形等写真の可能

な範囲内での指定があればこの限りではない。

4寄稿論文は、コピー 1部を同封するものとする。

5寄稿規程に著しく外れていると認められた原稿については、返却し修正を求める場合もある。

6寄稿論文は原則として返却しない。

-キリトリー

大学版画学会研究論文寄稿申込書

名

論文課題

高。 題

原稿用 紙枚数 枚 | 図表写真合計 占

連絡先:干

電話 * 9月 30日までに学会事務局へ送付すること



鎗文題目

副題
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氏名
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大学廠盲学会学会魅レイアウト用紙 (2ページ目以降)
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大学版画学会 専用原稿用紙
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大学版画学会会則

第 1章総則
第 1条 本会は大学版画学会と称する。

第 2条 本会は会員相互の協力により大学に於け

る版画教育の進歩発展をはかることを目

的とする。

第 3条 本会は会務遂行上、事務局を設置する。

第 2章事 業
第4条 本会は第 2条の目的を達成するため下記

の事業を行う 。

1.全国大学版画展、国際交流展等の開催。

2.学会誌の刊行とその他研究調査に関する

事業。

3.研究発表(公開セミナ一等)の開催。

4.その他必要と認めた事業及び活動。

第 3章組 織
第 5条 本会は会員を以って組織の主体とする。

第 6条 会員は版画教育及び研究に携わり、本会

の目的に賛同する他人とする。入会には

会員の推薦により 、総会の承認を経て細

則に定められた年会費を納入する。

第 7条 本会に名誉会員、賛助会員、相談役、顧

聞をおくことが出来る。

1.名誉会員は版画教育に特別の功労のあっ

た人で役員会が推薦し総会で決める。

2.賛助会員は本会の主旨に賛同し事業活動

を援助する団体または個人で役員会の承

認を経て細則に定められた年会費を納入

する。

3.相談役、顧問は役員会の推薦により選出

し、必要に応じ会に協力する。

第 8条 本会の事業を運営するために次の役員を

おく 。

1.会長 1名

2.事務局長 1名

3.運営委員若干名

4.監事 2名

第 9条会長は本会を代表する。

第10条 事務局長は庶務会計事務を総括する。

第11条 運営委員は役員会に出席し会務を審議し

運営にあたる。役員会が必要と認めた場

合、専門委員会を編成することが出来る。

第四条 会長、事務局長、運営委員、及び監事は

役員会で協議選出し総会の承認を経て決

定する。役員の任期は 2年とする。但し

再任を妨げない。

第 4章運営
第13条 本会の会議は会員総会、役員会で行う 。

1.会員総会は年 1回開催し本会の事業及び

運営に関する重要事項を審議決定する。

会長は必要に応じて臨時総会を招集する

ことが出来る。

2.会員総会は会員の過半数の出席を以って

成立する。議決は出席会員の過半数によ

る。但し委任状は出席数とする。

3.役員会は随時会長が召集し本会の運営企

画を行う 。専門委員会もこれに準ずる。

第 5章 会 計
第14条 本会の会計年度は 4月1日に始まり、翌

年 3月31日に終わる。会計監査は監事

が行う 。

第15条 本会の運営経費は会員、賛助会員の会費

その他を以ってこれに当てる。

細則
1 会員は年額 4，000円の会員会費を納入する。

2 会員が退会を希望するときには退会届を事務

局に提出し総会の承認を得なければならない。

3 会員の死亡に際してはその都度会長が指示す

る。

4 賛助会員は年額 1口、 30，000円を納入する。

細則
女 この会則は昭和 49年 11月3日よりこれを

施行する。

女 平成 12年 7月8日改訂。








